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(57)【要約】
【課題】透明導電膜や無機膜との密着性に優れ、さらに低露光量であっても耐溶剤性に優
れた画素を形成することができる新規な着色層形成用感放射線性組成物を提供する。
【解決手段】（Ａ）着色剤、（Ｂ）アルカリ可溶性樹脂、（Ｃ）重合性不飽和化合物およ
び（Ｄ）光重合開始剤を含有する着色層形成用感放射線性組成物であって、（Ｃ）重合性
不飽和化合物として、重合性不飽和結合と加水分解性基とを有するシラン化合物の加水分
解縮合物を（Ｂ）アルカリ可溶性樹脂１００重量部に対して１５～２００重量部含有する
ことを特徴とする着色層形成用感放射線性組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）着色剤、（Ｂ）アルカリ可溶性樹脂、（Ｃ）重合性不飽和化合物および（Ｄ）光
重合開始剤を含有する着色層形成用感放射線性組成物であって、（Ｃ）重合性不飽和化合
物として、下記式（１）で表されるシラン化合物を含むシラン化合物の加水分解縮合物を
（Ｂ）アルカリ可溶性樹脂１００重量部に対して１５～２００重量部含有することを特徴
とする着色層形成用感放射線性組成物。
【化１】

（式（１）中、Ｘ1はビニル基、アリル基、（メタ）アクリロイルオキシ基、ビニルフェ
ニル基またはビニルベンジロキシ基を表し、Ｙ1は単結合、メチレン基または炭素数２～
６のアルキレン基を表し、Ｒ1は加水分解性基を表し、Ｒ2は炭素数１～６のアルキル基ま
たは炭素数６～１２の置換もしくは非置換のアリール基を表し、ａおよびｂはそれぞれ１
～３の整数を表し、ｃは０～２の整数を表し、そしてａ＋ｂ＋ｃ＝４である。）
【請求項２】
　前記加水分解縮合物が、（ｃ１）前記式（１）で表されるシラン化合物と、下記式（２
）で表されるシラン化合物との加水分解縮合物である請求項１記載の着色層形成用感放射
線性組成物。
【化２】

（式（２）中、Ｒ5は加水分解性基を表し、Ｒ6は炭素数１～６の置換もしくは非置換のア
ルキル基または炭素数６～１８の置換もしくは非置換のアリール基を表し、ｇは１～４の
整数を表し、ｈは０～３の整数を表し、そしてｇ＋ｈ＝４である。）
【請求項３】
　請求項１または２に記載の感放射線性組成物を用いて形成された着色層を備えてなるカ
ラーフィルタ。
【請求項４】
　請求項３に記載のカラーフィルタを具備するカラー液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、着色層形成用感放射線性組成物、カラーフィルタおよびカラー液晶表示素子
に関わり、より詳しくは、透過型あるいは反射型のカラー液晶表示装置、カラー撮像管素
子、有機ＥＬ表示素子、電子ペーパー等に用いられるカラーフィルタに有用な着色層の形
成に用いられる感放射線性組成物、当該感放射線性組成物から形成された着色層を有する
カラーフィルタ、並びに当該カラーフィルタを具備するカラー液晶表示素子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、着色感放射線性組成物を用いてカラーフィルタを製造するに当たっては、基板上
あるいは予め所望のパターンの遮光層を形成した基板上に、着色感放射線性組成物を塗布
して乾燥したのち、乾燥塗膜を所望のパターン形状に放射線を照射（以下、「露光」とい
う。）し、現像することにより、各色の画素を得る方法（例えば、特許文献１、特許文献
２参照。）が知られている。また、黒色材料を含有する光重合性組成物を利用してブラッ
クマトリックスを形成する方法（例えば、特許文献３参照。）も知られている。そして、
特許文献１～３等に開示されているように、従来の着色感放射線性組成物においては、感
放射線性重合成分として、トリメチロールプロパントリアクリレート、ジペンタエリスリ
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トールヘキサアクリレート等の多官能アクリレートや、酸性基とエチレン性不飽和二重結
合を合わせもつ感光性樹脂が用いられてきた。
【０００３】
　しかし、かかる着色感放射線性組成物を用いて形成されたカラーフィルタでは、その上
に形成されるＩＴＯ、ＩＺＯ等の透明導電膜やＳｉＮｘ膜、ＳｉＯｘ膜等の無機膜に対し
て、密着性が不十分であるという問題があった。
　また、近年におけるカラーフィルタの技術分野においては、露光量を下げてタクトタイ
ムを短縮することが主流となっているが、従来の着色感放射線性組成物を用いて形成され
た画素では、耐溶剤性が不十分であるという問題が顕在化しつつある。かかる問題の背景
には、近年のカラー液晶表示素子に対する高コントラスト化、高輝度化および高色純度化
の要求に対応すべく、着色感放射線性組成物に用いられる顔料の多くに様々な微細化処理
や表面処理がなされていることや、着色感放射線性組成物中に占める顔料の含有割合がま
すます高くなる傾向にあること等があるものと考えられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平２－１４４５０２号公報
【特許文献２】特開平３－５３２０１号公報
【特許文献３】特開平６－３５１８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は以上のような事情に基づいてなされたものであり、その課題は、透明導電膜や
無機膜との密着性に優れ、さらに低露光量であっても耐溶剤性に優れた画素を形成するこ
とができる新規な着色層形成用感放射線性組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、鋭意検討の結果、感放射線性組成物中に感放射線性重合成分として重合
性不飽和結合を有するポリシロキサンを特定量含有せしめることにより、上記課題を解決
できることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００７】
　即ち、本発明は、（Ａ）着色剤、（Ｂ）アルカリ可溶性樹脂、（Ｃ）重合性不飽和化合
物および（Ｄ）光重合開始剤を含有する着色層形成用感放射線性組成物であって、（Ｃ）
重合性不飽和化合物として、下記式（１）で表されるシラン化合物を含むシラン化合物の
加水分解縮合物を（Ｂ）アルカリ可溶性樹脂１００重量部に対して１５～２００重量部含
有することを特徴とする着色層形成用感放射線性組成物を提供するものである。
【０００８】
【化１】

【０００９】
（式（１）中、Ｘ1はビニル基、アリル基、（メタ）アクリロイルオキシ基、ビニルフェ
ニル基またはビニルベンジロキシ基を表し、Ｙ1は単結合、メチレン基または炭素数２～
６のアルキレン基を表し、Ｒ1は加水分解性基を表し、Ｒ2は炭素数１～６のアルキル基ま
たは炭素数６～１２の置換もしくは非置換のアリール基を表し、ａおよびｂはそれぞれ１
～３の整数を表し、ｃは０～２の整数を表し、そしてａ＋ｂ＋ｃ＝４である。）
　本発明でいう「放射線」は、可視光線、紫外線、遠紫外線、電子線、Ｘ線等を含むもの
を意味する。
【００１０】
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　また、本発明は、該感放射線性組成物を用いて形成された画素を備えてなるカラーフィ
ルタ、および該カラーフィルタを具備するカラー液晶表示素子をも提供するものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の感放射線性組成物によれば、透明導電膜や無機膜との密着性に優れ、さらに低
露光量であっても耐溶剤性に優れた画素を形成することができる。しかも、本発明の感放
射線性組成物を用いて形成された着色層は、電圧保持率が高く電気特性に優れる。
　したがって、本発明の感放射線性組成物は、電子工業分野におけるカラー液晶表示素子
用カラーフィルタ、固体撮像素子の色分解用カラーフィルタ、有機ＥＬ表示素子用カラー
フィルタ、電子ペーパー用カラーフィルタを始めとする各種のカラーフィルタの製造に極
めて好適に使用することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明について詳細に説明する。
着色層形成用感放射線性組成物
　本発明の着色層形成用感放射線性組成物（以下、単に「感放射線性組成物」ということ
がある。）における「着色層」とは、カラーフィルタに用いられる画素および／またはブ
ラックマトリックスからなる層を意味する。
　以下、本発明の着色層形成用感放射線性組成物の構成成分について説明する。
【００１３】
－（Ａ）着色剤－
　本発明における（Ａ）着色剤は、色調が特に限定されるものではなく、得られるカラー
フィルタの用途に応じて適宜選定され、顔料、染料あるいは天然色素の何れでもよい。カ
ラーフィルタには耐熱性が求められることから、本発明における着色剤としては、有機顔
料あるいは無機顔料が好ましい。
　前記有機顔料としては、例えば、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．；Ｔｈｅ　Ｓｏｃｉｅ
ｔｙ　ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓ　社発行）においてピグメント
に分類されている化合物、具体的には、下記のようなカラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）名
が付されているものを挙げることができる。
【００１４】
Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トイエロー１４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１７、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー２０、
Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー２４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー３１、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トイエロー５５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー８３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー９３、
Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１０９、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１１０、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントイエロー１３８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３９、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー１５０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５４、Ｃ
．Ｉ．ピグメントイエロー１５５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１６６、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントイエロー１６８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー
２１１；
【００１５】
Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ５、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１３、Ｃ．Ｉ．ピグメント
オレンジ１４、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ２４、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３４、Ｃ
．Ｉ．ピグメントオレンジ３６、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３８、Ｃ．Ｉ．ピグメント
オレンジ４０、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ４３、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ４６、Ｃ
．Ｉ．ピグメントオレンジ４９、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ６１、Ｃ．Ｉ．ピグメント
オレンジ６４、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ６８、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ７０、Ｃ
．Ｉ．ピグメントオレンジ７１、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ７２、Ｃ．Ｉ．ピグメント
オレンジ７３、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ７４；
【００１６】
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Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド
５、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド３１、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トレッド３２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド１２３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１４４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド１４９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１６６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１６８、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド１７０、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド１７５、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド１７８、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド１８０、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１８５、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１８７、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド２０２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２０６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド２０７、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２０９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２１４、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド２２０、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２２１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド２２４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２４２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２４３、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド２５４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５５、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド２６２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２６４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２７２；
【００１７】
Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントバイオレット２３、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２９、Ｃ．Ｉ．ピグメント
バイオレット３２、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット３６、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレ
ット３８；
Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トブルー１５：４、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー６０
、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー８０；
Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン３６、Ｃ．Ｉ．ピグメント
グリーン５８；
Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン２３、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン２５；
Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック７。
【００１８】
　本発明において、有機顔料は、再結晶法、再沈殿法、溶剤洗浄法、昇華法、真空加熱法
や、これらの組み合わせにより精製して使用することもできる。
【００１９】
　また、上記無機顔料としては、例えば、酸化チタン、硫酸バリウム、炭酸カルシウム、
亜鉛華、硫酸鉛、黄色鉛、亜鉛黄、べんがら（赤色酸化鉄（ＩＩＩ））、カドミウム赤、
群青、紺青、酸化クロム緑、コバルト緑、アンバー、チタンブラック、合成鉄黒、カーボ
ンブラック等を挙げることができる。
【００２０】
　これらの着色剤は、所望により、その粒子表面をポリマーで改質して使用してもよい。
顔料の粒子表面を改質するポリマーとしては、例えば特開平８－２５９８７６号公報に記
載されたポリマーや、市販の各種の顔料分散用のポリマーまたはオリゴマー等を挙げるこ
とができる。カーボンブラック表面のポリマー被覆方法については、例えば特開平９－７
１７３３号公報、特開平９－９５６２５号公報、特開平９－１２４９６９号公報等に開示
されている。
　前記着色剤は、単独でまたは２種以上を混合して使用することができる。
【００２１】
　本発明の感放射線性組成物を画素の形成に用いる場合、画素には高精細な発色が求めら
れることから、（Ａ）着色剤としては、発色性の高い着色剤が好ましく、具体的には有機
顔料が好ましく用いられる。
　一方、本発明の感放射線性組成物をブラックマトリックスの形成に用いる場合、ブラッ
クマトリックスには遮光性が要求されることから、（Ａ）着色剤としては有機顔料または
カーボンブラックが好ましく用いられる。
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　また、本発明の感放射線性組成物は、（Ａ）着色剤として、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド
２５４およびＣ．Ｉ．ピグメントグリーン５８よりなる群から選ばれる少なくとも１種を
含有する感放射線性組成物を用いて形成された着色層の耐溶剤性を向上させる点で特に有
用である。
【００２２】
　本発明の感放射線性組成物は、着色剤の含有量が、感放射線性組成物の全固形分中、３
０重量％以上となる場合であっても、耐溶剤性に優れた画素を形成することができる。ま
た、本発明において、着色剤の含有量の上限は、現像性を確保する観点から、感放射線性
組成物の全固形分中、好ましくは７０重量％以下、特に好ましくは６０重量％以下である
。ここで、固形分とは、後述する溶媒以外の成分である。
【００２３】
　本発明における着色剤は、所望により、分散剤、分散助剤と共に使用することができる
。
　上記分散剤としては、例えば、カチオン系、アニオン系、ノニオン系や両性等の適宜の
分散剤を使用することができるが、ポリマー分散剤が好ましい。具体的には、変性アクリ
ル系共重合体、アクリル系共重合体、ポリウレタン、ポリエステル、高分子共重合体のア
ルキルアンモニウム塩またはリン酸エステル塩、カチオン性櫛型グラフトポリマー等を挙
げることができる。ここで、カチオン性櫛型グラフトポリマーとは、複数の塩基性基（カ
チオン性の官能基）を有する幹ポリマー１分子に、２分子以上の枝ポリマーがグラフト結
合した構造のポリマーをいい、例えば、幹ポリマー部がポリエチレンイミン、枝ポリマー
部がε－カプロラクトンの開環重合体で構成されるポリマーが挙げられる。これら分散剤
の中で、変性アクリル系共重合体、ポリウレタン、カチオン性櫛型グラフトポリマーが好
ましい。
【００２４】
　このような分散剤は商業的に入手することができ、例えば、変性アクリル系共重合体と
して、Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－２０００、Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－２００１（以上、ビックケ
ミー（ＢＹＫ）社製）、ポリウレタンとして、Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１６１、Ｄｉｓｐｅ
ｒｂｙｋ－１６２、Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１６５、Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１６７、Ｄｉｓ
ｐｅｒｂｙｋ－１７０、Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１８２（以上、ビックケミー（ＢＹＫ）社
製）、ソルスパース７６５００（ルーブリゾール（株）社製）、カチオン性櫛型グラフト
ポリマーとして、ソルスパース２４０００、ソルスパース３７５００（ルーブリゾール（
株）社製）、アジスパーＰＢ８２１、アジスパーＰＢ８２２、アジスパーＰＢ８８０（味
の素ファインテクノ株式会社製）等を挙げることができる。
【００２５】
　これらの分散剤は、単独でまたは２種以上を混合して使用することができる。分散剤の
含有量は、現像性の確保の点から、（Ａ）着色剤１００重量部に対して、通常、１００重
量部以下、好ましくは０．５～１００重量部、さらに好ましくは１～７０重量部、特に好
ましくは１０～５０重量部である。
【００２６】
　上記分散助剤としては、例えば青色顔料誘導体、黄色顔料誘導体等を挙げることができ
、具体的には、例えば銅フタロシアニン誘導体等を挙げることができる。
【００２７】
－（Ｂ）アルカリ可溶性樹脂－
　本発明における（Ｂ）アルカリ可溶性樹脂としては、着色層を形成する際の現像処理工
程において用いられるアルカリ現像液に対して可溶性を有するものであれば、特に限定さ
れるものではないが、通常、カルボキシル基、フェノール性水酸基等の酸性官能基を有す
る重合体が用いられる。なかでも、カルボキシル基を有する重合体が好ましく、特に、１
個以上のカルボキシル基を有するエチレン性不飽和単量体（以下、「カルボキシル基含有
不飽和単量体」という。）と他の共重合可能なエチレン性不飽和単量体（以下、「共重合
性不飽和単量体」という。）との共重合体（以下、「カルボキシル基含有共重合体」とい
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う。）が好ましい。
【００２８】
カルボキシル基含有不飽和単量体としては、例えば、
（メタ）アクリル酸、クロトン酸、α－クロルアクリル酸、けい皮酸の如き不飽和モノカ
ルボン酸；
マレイン酸、無水マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、無水イタコン酸、シトラコン酸、
無水シトラコン酸、メサコン酸の如き不飽和ジカルボン酸またはその無水物；
こはく酸モノ〔２－（メタ）アクリロイロキシエチル〕、フタル酸モノ〔２－（メタ）ア
クリロイロキシエチル〕の如き２価以上の多価カルボン酸のモノ〔（メタ）アクリロイロ
キシアルキル〕エステル；
ω－カルボキシポリカプロラクトンモノ（メタ）アクリレートの如き両末端にカルボキシ
基と水酸基とを有するポリマーのモノ（メタ）アクリレート等を挙げることができる。
　前記カルボキシル基含有不飽和単量体は、単独でまたは２種以上を混合して使用するこ
とができる。
　本発明において、カルボキシル基含有不飽和単量体としては、（メタ）アクリル酸、こ
はく酸モノ〔２－（メタ）アクリロイロキシエチル〕、ω－カルボキシポリカプロラクト
ンモノ（メタ）アクリレート等が好ましく、特に（メタ）アクリル酸が好ましい。
【００２９】
　カルボキシル基含有共重合体において、カルボキシル基含有不飽和単量体の共重合割合
は、好ましくは５～５０重量％、さらに好ましくは１０～４０重量％である。この場合、
該共重合割合が少なすぎると、得られる感放射線性組成物のアルカリ現像液に対する溶解
性が低下する傾向があり、一方多すぎると、アルカリ現像液に対する溶解性が過大となり
、アルカリ現像液により現像する際に、画素の基板からの脱落や画素表面の膜荒れを来た
しやすくなる傾向がある。
【００３０】
　また、共重合性不飽和単量体としては、例えば、
マレイミド；
Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－ｏ－ヒドロキシフェニルマレイミド、Ｎ－ｍ－ヒドロキシ
フェニルマレイミド、Ｎ－ｐ－ヒドロキシフェニルマレイミド、Ｎ－ベンジルマレイミド
、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド、Ｎ－スクシンイミジル－３－マレイミドベンゾエート
、Ｎ－スクシンイミジル－４－マレイミドブチレート、Ｎ－スクシンイミジル－６－マレ
イミドカプロエート、Ｎ－スクシンイミジル－３－マレイミドプロピオネート、Ｎ－（ア
クリジニル）マレイミドの如きＮ－位置換マレイミド；
スチレン、α－メチルスチレン、ｏ－ビニルトルエン、ｍ－ビニルトルエン、ｐ－ビニル
トルエン、ｐ－クロルスチレン、ｏ－メトキシスチレン、ｍ－メトキシスチレン、ｐ－メ
トキシスチレン、ｏ－ビニルフェノール、ｍ－ビニルフェノール、ｐ－ビニルフェノール
、ｐ－ヒドロキシ－α－メチルスチレン、ｏ－ビニルベンジルメチルエーテル、ｍ－ビニ
ルベンジルメチルエーテル、ｐ－ビニルベンジルメチルエーテル、ｏ－ビニルベンジルグ
リシジルエーテル、ｍ－ビニルベンジルグリシジルエーテル、ｐ－ビニルベンジルグリシ
ジルエーテルの如き芳香族ビニル化合物；
インデン、１－メチルインデンの如きインデン類；
【００３１】
メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（メタ）アク
リレート、ｉ－プロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｉ－
ブチル（メタ）アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ
）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メ
タ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシプロ
ピル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキ
シブチル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、アリル（
メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレ
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ート、フェニル（メタ）アクリレート、２－メトキシエチル（メタ）アクリレート、２－
フェノキシエチル（メタ）アクリレート、メトキシジエチレングルコール（メタ）アクリ
レート、メトキシトリエチレングルコール（メタ）アクリレート、メトキシプロピレング
ルコール（メタ）アクリレート、メトキシジプロピレングルコール（メタ）アクリレート
、イソボルニル（メタ）アクリレート、トリシクロ［５．２．１．０2,6］デカン－８－
イル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピル（メタ）アクリレ
ート、グリセロールモノ（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシフェニル（メタ）アクリ
レート、パラクミルフェノールのエチレンオキサイド変性（メタ）アクリレートの如き不
飽和カルボン酸エステル；
【００３２】
グリシジル（メタ）アクリレートの如き不飽和カルボン酸グリシジルエステル；
酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、安息香酸ビニルの如きカルボン酸ビニル
エステル；
ビニルメチルエーテル、ビニルエチルエーテル、アリルグリシジルエーテルの如き他の不
飽和エーテル；
（メタ）アクリロニトリル、α－クロロアクリロニトリル、シアン化ビニリデンの如きシ
アン化ビニル化合物；
（メタ）アクリルアミド、α－クロロアクリルアミド、Ｎ－２－ヒドロキシエチル（メタ
）アクリルアミドの如き不飽和アミド；
１，３－ブタジエン、イソプレン、クロロプレンの如き脂肪族共役ジエン；
　ポリスチレン、ポリメチル（メタ）アクリレート、ポリ－ｎ－ブチル（メタ）アクリレ
ート、ポリシロキサンの如き重合体分子鎖の末端にモノ（メタ）アクリロイル基を有する
マクロモノマー等を挙げることができる。
　これらの共重合性不飽和単量体は、単独でまたは２種以上を混合して使用することがで
きる。
【００３３】
　本発明において、共重合性不飽和単量体としては、Ｎ－位置換マレイミド、芳香族ビニ
ル化合物、不飽和カルボン酸エステル、重合体分子鎖の末端にモノ（メタ）アクリロイル
基を有するマクロモノマー等が好ましく、特にＮ－フェニルマレイミド、Ｎ－シクロヘキ
シルマレイミド、スチレン、α－メチルスチレン、ｐ－ヒドロキシ－α－メチルスチレン
、メチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル
（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、アリル（メタ）ア
クリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、グリセロールモノ（メタ）アクリレート、
４－ヒドロキシフェニル（メタ）アクリレート、パラクミルフェノールのエチレンオキサ
イド変性（メタ）アクリレート、ポリスチレンマクロモノマー、ポリメチルメタクリレー
トマクロモノマー等が好ましい。
【００３４】
　本発明においては、例えば、特開平５－１９４６７号公報、特開平６－２３０２１２号
公報等に開示されている、側鎖に（メタ）アクリロイル基等の重合性不飽和結合を有する
カルボキシル基含有共重合体を、アルカリ可溶性樹脂として使用することもできる。
【００３５】
　本発明におけるアルカリ可溶性樹脂のゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰ
Ｃ、溶出溶媒：テトラヒドロフラン）で測定したポリスチレン換算重量平均分子量（以下
、「Ｍｗ」ということがある。）は、好ましくは１，０００～４５，０００、特に好まし
くは３，０００～２０，０００である。
　また、本発明におけるアルカリ可溶性樹脂のＭｗとＭｎの比（Ｍｗ／Ｍｎ）は、好まし
くは１～５、より好ましくは１～４である。
　この場合、Ｍｗが小さすぎると、得られる被膜の残膜率等が低下したり、パターン形状
、耐熱性等が損なわれたり、また電気特性が悪化するおそれがあり、一方大きすぎると、
解像度が低下したり、パターン形状が損なわれたり、またスリットノズル方式による塗布
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時に乾燥異物が発生し易くなるおそれがある。
【００３６】
　本発明におけるアルカリ可溶性樹脂は、例えば、その構成成分となる不飽和単量体を、
適当な溶媒中、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－アゾビス（２，４－
ジメチルバレロニトリル）、２，２’－アゾビス（４－メトキシ－２，４－ジメチルバレ
ロニトリル）等のラジカル重合開始剤の存在下で重合することにより製造することができ
る。
【００３７】
　本発明におけるアルカリ可溶性樹脂は、上記のように不飽和単量体をラジカル重合した
後に、極性の異なる有機溶媒を２種以上用いる再沈殿法を経て精製することにより製造す
ることができる。即ち、重合後の良溶媒中の溶液を、必要に応じてろ過あるいは遠心分離
などによって不溶な不純物を除去したのち、大量（通常は、ポリマー溶液体積の５～１０
倍量）の沈殿剤（貧溶媒）中に注いで、共重合体を再沈殿させることにより精製する。そ
の際、共重合体溶液中に残っている不純物のうち、沈殿剤に可溶な不純物は液相に残り、
精製されたアルカリ可溶性樹脂から分離される。
　この再沈殿法に使用される良溶媒／沈殿剤の組み合わせとしては、例えば、ジエチレン
グリコールモノメチルエーテルアセテート／ｎ－ヘキサン、メチルエチルケトン／ｎ－ヘ
キサン、ジエチレングリコールモノメチルエーテルアセテート／ｎ－ヘプタン、メチルエ
チルケトン／ｎ－ヘプタン等を挙げることができる。
【００３８】
　また、本発明におけるアルカリ可溶性樹脂は、その構成成分となる各不飽和単量体を、
上記ラジカル重合開始剤、およびピラゾール－１－ジチオカルボン酸シアノ（ジメチル）
メチルエステル、ピラゾール－１－ジチオカルボン酸ベンジルエステル、テトラエチルチ
ウラムジスルフィド、ビス（ピラゾール－１－イルチオカルボニル）ジスルフィド、ビス
（３－メチル－ピラゾール－１－イルチオカルボニル）ジスルフィド、ビス（４－メチル
－ピラゾール－１－イルチオカルボニル）ジスルフィド、ビス（５－メチル－ピラゾール
－１－イルチオカルボニル）ジスルフィド、ビス（３，４，５－トリメチル－ピラゾール
－１－イルチオカルボニル）ジスルフィド、ビス（ピロール－１－イルチオカルボニル）
ジスルフィド、ビスチオベンゾイルジスルフィド等のイニファターとして作用する分子量
制御剤の存在下、不活性溶媒中で、反応温度を、通常、０～１５０℃、好ましくは５０～
１２０℃として、リビングラジカル重合することにより製造することができる。
【００３９】
　さらに、本発明におけるアルカリ可溶性樹脂は、その構成成分となる各不飽和単量体を
、上記ラジカル重合開始剤、および連鎖移動剤として作用する多価チオール化合物の存在
下、適当な溶媒中でラジカル重合することにより製造することができる。ここで、多価チ
オール化合物とは、１分子中に２個以上のチオール基を有する化合物をいい、例えば、ト
リメチロールプロパントリス（３－メルカプトプロピオネート）、ペンタエリスリトール
テトラキス（３－メルカプトプロピオネート）、テトラエチレングリコールビス（３－メ
ルカプトプロピオネート）、ジペンタエリスリトールヘキサキス（３－メルカプトプロピ
オネート）、ペンタエリスリトールテトラキス（チオグリコレート）、１，４－ビス（３
－メルカプトブチリルオキシ）ブタン、ペンタエリスリトールテトラキス（３－メルカプ
トブチレート）、１，３，５，－トリス（３－メルカブトブチルオキシエチル）－１，３
，５－トリアジン－２，４，６（１Ｈ，３Ｈ，５Ｈ）－トリオン等を挙げることができる
。
【００４０】
　本発明において、アルカリ可溶性樹脂は、単独でまたは２種以上を混合して使用するこ
とができる。
　本発明において、アルカリ可溶性樹脂の含有量は、（Ａ）着色剤１００重量部に対して
、通常、１０～１，０００重量部、好ましくは２０～５００重量部である。この場合、ア
ルカリ可溶性樹脂の含有量が少なすぎると、例えば、アルカリ現像性が低下したり、未露
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光部の基板上あるいは遮光層上に残渣や地汚れが発生するおそれがあり、一方多すぎると
、相対的に顔料濃度が低下するため、薄膜として目的とする色濃度を達成することが困難
となるおそれがある。
【００４１】
－（Ｃ）重合性不飽和化合物－
　本発明における重合性不飽和化合物は、下記式（１）で表される重合性不飽和結合と加
水分解性基とを有するシラン化合物を含むシラン化合物の加水分解縮合物（以下、「重合
性不飽和結合含有ポリシロキサン」ということがある。）を、（Ｂ）アルカリ可溶性樹脂
１００重量部に対して１５～２００重量部、好ましくは２０～１５０重量部、さらに好ま
しくは３０～１２０重量部含有するものである。この場合、重合性不飽和結合含有ポリシ
ロキサンの含有量が少なすぎると、本発明所望の効果が損なわれるおそれがあり、一方多
すぎると、他成分との相溶性が低下したり、アルカリ現像性が低下し未露光部の基板上あ
るいは遮光層上の地汚れ、膜残り等が発生しやすくなる傾向がある。
【００４２】

【化２】

【００４３】
（式（１）中、Ｘ1はビニル基、アリル基、（メタ）アクリロイルオキシ基、ビニルフェ
ニル基またはビニルベンジロキシ基を表し、Ｙ1は単結合、メチレン基または炭素数２～
６のアルキレン基を表し、Ｒ1は加水分解性基を表し、Ｒ2は炭素数１～６のアルキル基ま
たは炭素数６～１２の置換もしくは非置換のアリール基を表し、ａおよびｂはそれぞれ１
～３の整数を表し、ｃは０～２の整数を表し、そしてａ＋ｂ＋ｃ＝４である。）
【００４４】
　上記式（１）におけるＸ1としては、感放射線性樹脂組成物の感度を高め、耐溶剤性を
向上させる点から（メタ）アクリロイルオキシ基が好ましい。
　また、上記式（１）におけるＹ1としては、メチレン基または炭素数２もしくは３のア
ルキレン基が好ましい。炭素数２または３のアルキレン基としては、例えばエチレン基、
プロピレン基などを挙げることができる。
【００４５】
　また、上記式（１）におけるＲ1としては、加水分解性基であれば特に限定されるもの
ではないが、例えば、アルコキシ基、アリールオキシ基、アシルオキシ基、ハロゲン原子
、水素原子などを挙げることができる。これらのうち、アルコキシ基またはアシルオキシ
基が好ましく、炭素数１～６のアルコキシ基または炭素数２～６のアシルオキシ基がさら
に好ましく、特に炭素数１～３のアルコキシ基または炭素数２～４のアシルオキシ基が好
ましく、その具体例としては、メトキシ基、エトキシ基、ｎ－プロポキシ基、ｉ－プロポ
キシ基、アセトキシ基などを挙げることができる。
　また、上記式（１）におけるＲ2としては、炭素数１～４のアルキル基または炭素数６
～８のアリール基が好ましく、例えばメチル基、エチル基、フェニル基などを挙げること
ができる。Ｒ2の炭素数６～１２のアリール基の置換基としては、例えばハロゲン原子、
シアノ基、ニトロ基または炭素数１～６のアルキル基などを挙げることができる。
【００４６】
　式（１）のシラン化合物は重合性不飽和結合を有する。すなわち、式（１）中、ａおよ
びｂはそれぞれ１～３の整数を、ｃは０～２の整数を示し、ａ＋ｂ＋ｃ＝４である。
【００４７】
　かかる化合物（ｃ１）の具体例としては、例えば、ビニルトリメトキシシラン、ビニル
トリエトキシシラン、ビニルトリ－ｎ－プロポキシシラン、ビニルトリ－ｉ－プロポキシ
シラン、ビニルトリアセトキシシラン、ビニルメチルジメトキシシラン、ビニルメチルジ
エトキシシラン、ビニルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、ビニルメチルジ－ｉ－プロポ
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キシシラン、ビニルメチルジアセトキシシラン、ビニルエチルジメトキシシラン、ビニル
エチルジエトキシシラン、ビニルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、ビニルエチルジ－ｉ
－プロポキシシラン、ビニルエチルジアセトキシシラン、ビニルフェニルジメトキシシラ
ン、ビニルフェニルジエトキシシラン、ビニルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、ビニ
ルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラン、ビニルフェニルジアセトキシシランの如きビニル
基と加水分解性基とを有するシラン化合物；
【００４８】
アリルトリメトキシシラン、アリルトリエトキシシラン、アリルトリ－ｎ－プロポキシシ
ラン、アリルトリ－ｉ－プロポキシシラン、アリルトリアセトキシシラン、アリルメチル
ジメトキシシラン、アリルメチルジエトキシシラン、アリルメチルジ－ｎ－プロポキシシ
ラン、アリルメチルジ－ｉ－プロポキシシラン、アリルメチルジアセトキシシラン、アリ
ルエチルジメトキシシラン、アリルエチルジエトキシシラン、アリルエチルジ－ｎ－プロ
ポキシシラン、アリルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン、アリルエチルジアセトキシシラ
ン、アリルフェニルジメトキシシラン、アリルフェニルジエトキシシラン、アリルフェニ
ルジ－ｎ－プロポキシシラン、アリルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラン、アリルフェニ
ルジアセトキシシランの如きアリル基と加水分解性基とを有するシラン化合物；
【００４９】
（メタ）アクリロキシメチルトリメトキシシラン、（メタ）アクリロキシメチルトリエト
キシシラン、（メタ）アクリロキシメチルトリ－ｎ－プロポキシシラン、（メタ）アクリ
ロキシメチルトリアセトキシシラン、（メタ）アクリロキシメチルメチルジメトキシシラ
ン、（メタ）アクリロキシメチルメチルジエトキシシラン、（メタ）アクリロキシメチル
メチルジ－ｎ－プロポキシシラン、（メタ）アクリロキシメチルメチルジアセトキシシラ
ン、（メタ）アクリロキシメチルエチルジメトキシシラン、（メタ）アクリロキシメチル
エチルジエトキシシラン、（メタ）アクリロキシメチルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン
、（メタ）アクリロキシメチルエチルジアセトキシシラン、（メタ）アクリロキシメチル
フェニルジメトキシシラン、（メタ）アクリロキシメチルフェニルジエトキシシラン、（
メタ）アクリロキシメチルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、（メタ）アクリロキシメ
チルフェニルジアセトキシシラン、２－（メタ）アクリロキシエチルトリメトキシシラン
、２－（メタ）アクリロキシエチルトリエトキシシラン、２－（メタ）アクリロキシエチ
ルトリ－ｎ－プロポキシシラン、２－（メタ）アクリロキシエチルトリアセトキシシラン
、２－（メタ）アクリロキシエチルメチルジメトキシシラン、２－（メタ）アクリロキシ
エチルメチルジエトキシシラン、２－（メタ）アクリロキシエチルメチルジ－ｎ－プロポ
キシシラン、２－（メタ）アクリロキシエチルメチルジアセトキシシラン、２－（メタ）
アクリロキシエチルエチルジメトキシシラン、２－（メタ）アクリロキシエチルエチルジ
エトキシシラン、２－（メタ）アクリロキシエチルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、２
－（メタ）アクリロキシエチルエチルジアセトキシシラン、２－（メタ）アクリロキシエ
チルフェニルジメトキシシラン、２－（メタ）アクリロキシエチルフェニルジエトキシシ
ラン、２－（メタ）アクリロキシエチルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、２－（メタ
）アクリロキシエチルフェニルジアセトキシシラン、３－（メタ）アクリロキシプロピル
トリメトキシシラン、３－（メタ）アクリロキシプロピルトリエトキシシラン、３－（メ
タ）アクリロキシプロピルトリ－ｎ－プロポキシシラン、３－（メタ）アクリロキシプロ
ピルトリアセトキシシラン、３－（メタ）アクリロキシプロピルメチルジメトキシシラン
、３－（メタ）アクリロキシプロピルメチルジエトキシシラン、３－（メタ）アクリロキ
シプロピルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－（メタ）アクリロキシプロピルメチル
ジアセトキシシラン、３－（メタ）アクリロキシプロピルエチルジメトキシシラン、３－
（メタ）アクリロキシプロピルエチルジエトキシシラン、３－（メタ）アクリロキシプロ
ピルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－（メタ）アクリロキシプロピルエチルジアセ
トキシシラン、３－（メタ）アクリロキシプロピルフェニルジメトキシシラン、３－（メ
タ）アクリロキシプロピルフェニルジエトキシシラン、３－（メタ）アクリロキシプロピ
ルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－（メタ）アクリロキシプロピルフェニルジア
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セトキシシランの如き（メタ）アクリロイルオキシ基と加水分解性基とを有するシラン化
合物；
【００５０】
ｐ－ビニルフェニルトリメトキシシラン、ｐ－ビニルフェニルトリエトキシシラン、ｐ－
ビニルフェニルトリ－ｎ－プロポキシシラン、ｐ－ビニルフェニルトリアセトキシシラン
、ｐ－ビニルフェニルメチルジメトキシシラン、ｐ－ビニルフェニルメチルジエトキシシ
ラン、ｐ－ビニルフェニルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、ｐ－ビニルフェニルメチル
ジアセトキシシラン、ｐ－ビニルフェニルエチルジメトキシシラン、ｐ－ビニルフェニル
エチルジエトキシシラン、ｐ－ビニルフェニルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、ｐ－ビ
ニルフェニルエチルジアセトキシシラン、ｐ－ビニルフェニルフェニルジメトキシシラン
、ｐ－ビニルフェニルフェニルジエトキシシラン、ｐ－ビニルフェニルフェニルジ－ｎ－
プロポキシシラン、ｐ－ビニルフェニルフェニルジアセトキシシラン、ｍ－ビニルフェニ
ルトリメトキシシラン、ｍ－ビニルフェニルトリエトキシシラン、ｍ－ビニルフェニルト
リ－ｎ－プロポキシシラン、ｍ－ビニルフェニルトリアセトキシシラン、ｍ－ビニルフェ
ニルメチルジメトキシシラン、ｍ－ビニルフェニルメチルジエトキシシラン、ｍ－ビニル
フェニルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、ｍ－ビニルフェニルメチルジアセトキシシラ
ン、ｍ－ビニルフェニルエチルジメトキシシラン、ｍ－ビニルフェニルエチルジエトキシ
シラン、ｍ－ビニルフェニルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、ｍ－ビニルフェニルエチ
ルジアセトキシシラン、ｍ－ビニルフェニルフェニルジメトキシシラン、ｍ－ビニルフェ
ニルフェニルジエトキシシラン、ｍ－ビニルフェニルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン
、ｍ－ビニルフェニルフェニルジアセトキシシランの如きビニルフェニル基と加水分解性
基とを有するシラン化合物；
【００５１】
ｐ－ビニルベンジロキシトリメトキシシラン、ｐ－ビニルベンジロキシトリエトキシシラ
ン、ｐ－ビニルベンジロキシトリ－ｎ－プロポキシシラン、ｐ－ビニルベンジロキシトリ
アセトキシシラン、ｐ－ビニルベンジロキシメチルジメトキシシラン、ｐ－ビニルベンジ
ロキシメチルジエトキシシラン、ｐ－ビニルベンジロキシメチルジ－ｎ－プロポキシシラ
ン、ｐ－ビニルベンジロキシメチルジアセトキシシラン、ｐ－ビニルベンジロキシエチル
ジメトキシシラン、ｐ－ビニルベンジロキシエチルジエトキシシラン、ｐ－ビニルベンジ
ロキシエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、ｐ－ビニルベンジロキシエチルジアセトキシシ
ラン、ｐ－ビニルベンジロキシフェニルジメトキシシラン、ｐ－ビニルベンジロキシフェ
ニルジエトキシシラン、ｐ－ビニルベンジロキシフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、ｐ
－ビニルベンジロキシフェニルジアセトキシシラン、ｍ－ビニルベンジロキシトリメトキ
シシラン、ｍ－ビニルベンジロキシトリエトキシシラン、ｍ－ビニルベンジロキシトリ－
ｎ－プロポキシシラン、ｍ－ビニルベンジロキシトリアセトキシシラン、ｍ－ビニルベン
ジロキシメチルジメトキシシラン、ｍ－ビニルベンジロキシメチルジエトキシシラン、ｍ
－ビニルベンジロキシメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、ｍ－ビニルベンジロキシメチル
ジアセトキシシラン、ｍ－ビニルベンジロキシエチルジメトキシシラン、ｍ－ビニルベン
ジロキシエチルジエトキシシラン、ｍ－ビニルベンジロキシエチルジ－ｎ－プロポキシシ
ラン、ｍ－ビニルベンジロキシエチルジアセトキシシラン、ｍ－ビニルベンジロキシフェ
ニルジメトキシシラン、ｍ－ビニルベンジロキシフェニルジエトキシシラン、ｍ－ビニル
ベンジロキシフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、ｍ－ビニルベンジロキシフェニルジア
セトキシシランの如きビニルベンジロキシ基と加水分解性基とを有するシラン化合物を挙
げることができる。
【００５２】
　これらのうち、（メタ）アクリロイルオキシ基と加水分解性基とを有するシラン化合物
が感放射線性樹脂組成物の感度を高め、耐溶剤性を向上させる点から好ましく用いられる
。これら化合物（ｃ１）は、単独であるいは２種以上を組み合わせて用いられる。
【００５３】
　本発明において重合性不飽和結合含有ポリシロキサンは、上記化合物（ｃ１）の加水分
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解縮合物であってもよく、あるいは上記化合物（ｃ１）と下記式（２）で表されるシラン
化合物（以下、「化合物（ｃ２）」ということがある。）のような他のシラン化合物との
加水分解縮合物であってもよい。
【００５４】
【化３】

【００５５】
（式（２）中、Ｒ5は加水分解性基を表し、Ｒ6は炭素数１～６の置換もしくは非置換のア
ルキル基または炭素数６～１８の置換もしくは非置換のアリール基を表し、ｇは１～４の
整数を表し、ｈは０～３の整数を表し、そしてｇ＋ｈ＝４である。）
【００５６】
　上記式（２）におけるＲ5としては、加水分解性基であれば特に限定されるものではな
いが、例えば、アルコキシ基、アリールオキシ基、アシルオキシ基、ハロゲン原子、水素
原子などを挙げることができる。これらのうち、アルコキシ基、アリールオキシ基または
アシルオキシ基が好ましく、炭素数１～６の置換もしくは非置換のアルコキシ基、炭素数
６～１８の置換もしくは非置換のアリールオキシ基または炭素数２～６のアシルオキシ基
がさらに好ましく、特に炭素数１～４のアルコキシ基、炭素数６～１２のアルールオキシ
基または炭素数２～４のアシルオキシ基が好ましく、その具体例としては、メトキシ基、
エトキシ基、ｎ－プロポキシ基、ｉ－プロポキシ基、フェノキシ基、ナフチルオキシ基、
アセトキシ基などを挙げることができる。Ｒ5における炭素数１～６のアルコキシ基の置
換基としては、例えばメトキシ基、エトキシ基などを挙げることができ、Ｒ5における炭
素数６～１８のアリールオキシ基の置換基としては、例えばハロゲン原子、シアノ基、ニ
トロ基または炭素数１～６のアルキル基などを挙げることができる。
【００５７】
　また、上記式（２）におけるＲ6としては、炭素数１～５のアルキル基または炭素数６
～８のアリール基が好ましく、例えばメチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉ－プロピ
ル基、ペンチル基、フェニル基などを挙げることができる。炭素数１～６のアルキル基の
置換基としては、例えばオキシラニル基、グリシジル基、グリシドキシ基、３，４－エポ
キシシクロヘキシル基、３－オキセタニル基、２，３－エピチオプロピルオキシ基、カル
ボキシル基、水酸基、ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ基、メルカプト基、イソシア
ナト基、アミノ基、ウレイド基、下記式（２－１）
【００５８】
【化４】

【００５９】
（式（２－１）中、Ｙ2はメチレン基、炭素数２～６のアルキレン基または炭素数６～１
２のアリーレン基を表す。）
で表される基などを挙げることができ、これらのうちオキシラニル基、グリシジル基、グ
リシドキシ基、３，４－エポキシシクロヘキシル基、３－オキセタニル基が好ましい。上
記３－オキセタニル基の３位炭素にはメチル基、エチル基、ｎ－プロピル基などの炭素数
１～６のアルキル基が置換していてもよい。炭素数６～１８のアリール基の置換基として
は、例えばハロゲン原子、水酸基、シアノ基、ニトロ基、メルカプト基または炭素数１～
６のアルキル基などを挙げることができる。
【００６０】
化合物（ｃ２）の具体例としては、例えばテトラメトキシシラン、テトラエトキシシラン
、テトラ－ｎ－プロポキシシラン、テトライソプロポキシシラン、テトラ－ｎ－ブトキシ
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シランの如きテトラアルコキシシラン；
メチルトリメトキシシラン、メチルトリエトキシシラン、メチルトリ－ｎ－プロポキシシ
ラン、エチルトリメトキシシラン、エチルトリエトキシシラン、ｎ－プロピルトリメトキ
シシラン、ｎ－プロピルトリエトキシシラン、シクロヘキシルトリエトキシシランの如き
モノアルキルトリアルコキシシラン；
フェニルトリメトキシシラン、フェニルトリエトキシシラン、フェニルトリプロポキシシ
ラン、ナフチルトリエトキシシラン、４－クロロフェニルトリエトキシシラン、４－シア
ノフェニルトリエトキシシラン、４－ニトロフェニルトリエトキシシラン、４－メチルフ
ェニルトリエトキシシランの如きモノアリールトリアルコキシシラン；
フェノキシトリエトキシシラン、ナフチルオキシトリエトキシシラン、４－クロロフェニ
ルオキシトリエトキシシラン、４－シアノフェニルトリオキシエトキシシラン、４－ニト
ロフェニルオキシトリエトキシシラン、４－メチルフェニルオキシトリエトキシシランの
如きモノアリールオキシトリアルコキシシラン；
ジメチルジメトキシシラン、ジメチルジエトキシシラン、ジメチルジ－ｎ－プロポキシシ
ラン、メチル（エチル）ジエトキシシラン、メチル（シクロヘキシル）ジエトキシシラン
の如きジアルキルジアルコキシシラン；
メチル（フェニル）ジエトキシシランの如きモノアルキルモノアリールジアルコキシシラ
ン；ジフェニルジエトキシシランの如きジアリールジアルコキシシラン；
ジフェノキシジエトキシシランの如きジアリールオキシジアルコキシシラン；
メチル（フェノキシ）ジエトキシシランの如きモノアルキルモノアリールオキシジアルコ
キシシラン；
フェニル（フェノキシ）ジエトキシシランの如きモノアリールモノアリールオキシジアル
コキシシラン；
トリメチルメトキシシラン、トリメチルエトキシシラン、トリメチル－ｎ－プロポキシシ
ラン、ジメチル（エチル）エトキシシラン、ジメチル（シクロヘキシル）エトキシシラン
の如きトリアルキルモノアルコキシシラン；
ジメチル（フェニル）エトキシシランの如きジアルキルモノアリールモノアルコキシシラ
ン；
メチル（ジフェニル）エトキシシランの如きモノアルキルジアリールモノアルコキシシラ
ン；
トリフェノキシエトキシシランの如きトリアリールオキシモノアルコキシシラン；
メチル（ジフェノキシ）エトキシシランの如きモノアルキルジアリールオキシモノアルコ
キシシラン；
フェニル（ジフェノキシ）エトキシシランの如きモノアリールジアリールオキシモノアル
コキシシラン；
ジメチル（フェノキシ）エトキシシランの如きジアルキルモノアリールオキシモノアルコ
キシシラン；
ジフェニル（フェノキシ）エトキシシランの如きジアリールモノアリールオキシモノアル
コキシシラン；
メチル（フェニル）（フェノキシ）エトキシシランの如きモノアルキルモノアリールモノ
アリールオキシモノアルコキシシラン；
【００６１】
グリシドキシメチルトリメトキシシラン、グリシドキシメチルトリエトキシシラン、グリ
シドキシメチルトリ－ｎ－プロポキシシラン、グリシドキシメチルトリ－ｉ－プロポキシ
シラン、グリシドキシメチルトリアセトキシシラン、グリシドキシメチルメチルジメトキ
シシラン、グリシドキシメチルメチルジエトキシシラン、グリシドキシメチルメチルジ－
ｎ－プロポキシシラン、グリシドキシメチルメチルジ－ｉ－プロポキシシラン、グリシド
キシメチルメチルジアセトキシシラン、グリシドキシメチルエチルジメトキシシラン、グ
リシドキシメチルエチルジエトキシシラン、グリシドキシメチルエチルジ－ｎ－プロポキ
シシラン、グリシドキシメチルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン、グリシドキシメチルエ
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チルジアセトキシシラン、グリシドキシメチルフェニルジメトキシシラン、グリシドキシ
メチルフェニルジエトキシシラン、グリシドキシメチルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラ
ン、グリシドキシメチルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラン、グリシドキシメチルフェニ
ルジアセトキシシラン、２－グリシドキシエチルトリメトキシシラン、２－グリシドキシ
エチルトリエトキシシラン、２－グリシドキシエチルトリ－ｎ－プロポキシシラン、２－
グリシドキシエチルトリ－ｉ－プロポキシシラン、２－グリシドキシエチルトリアセトキ
シシラン、２－グリシドキシエチルメチルジメトキシシラン、２－グリシドキシエチルメ
チルジエトキシシラン、２－グリシドキシエチルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、２－
グリシドキシエチルメチルジ－ｉ－プロポキシシラン、２－グリシドキシエチルメチルジ
アセトキシシラン、２－グリシドキシエチルエチルジメトキシシラン、２－グリシドキシ
エチルエチルジエトキシシラン、２－グリシドキシエチルエチルジ－ｎ－プロポキシシラ
ン、２－グリシドキシエチルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン、２－グリシドキシエチル
エチルジアセトキシシラン、２－グリシドキシエチルフェニルジメトキシシラン、２－グ
リシドキシエチルフェニルジエトキシシラン、２－グリシドキシエチルフェニルジ－ｎ－
プロポキシシラン、２－グリシドキシエチルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラン、２－グ
リシドキシエチルフェニルジアセトキシシラン、３－グリシドキシプロピルトリメトキシ
シラン、３－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン、３－グリシドキシプロピルトリ
－ｎ－プロポキシシラン、３－グリシドキシプロピルトリ－ｉ－プロポキシシラン、３－
グリシドキシプロピルトリアセトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジメトキ
シシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジエトキシシラン、３－グリシドキシプロピ
ルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジ－ｉ－プロポキ
シシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジアセトキシシラン、３－グリシドキシプロ
ピルエチルジメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルエチルジエトキシシラン、３－
グリシドキシプロピルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－グリシドキシプロピルエチ
ルジ－ｉ－プロポキシシラン、３－グリシドキシプロピルエチルジアセトキシシラン、３
－グリシドキシプロピルフェニルジメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルフェニル
ジエトキシシラン、３－グリシドキシプロピルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－
グリシドキシプロピルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラン、３－グリシドキシプロピルフ
ェニルジアセトキシシラン、（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリメトキシシ
ラン、（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリエトキシシラン、（３，４－エポ
キシシクロヘキシル）メチルトリ－ｎ－プロポキシシラン、（３，４－エポキシシクロヘ
キシル）メチルトリアセトキシシラン、（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルメチ
ルジメトキシシラン、（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルメチルジエトキシシラ
ン、（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、（３
，４－エポキシシクロヘキシル）メチルメチルジアセトキシシラン、（３，４－エポキシ
シクロヘキシル）メチルエチルジメトキシシラン、（３，４－エポキシシクロヘキシル）
メチルエチルジエトキシシラン、（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルエチルジ－
ｎ－プロポキシシラン、（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルエチルジアセトキシ
シラン、（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルフェニルジメトキシシラン、（３，
４－エポキシシクロヘキシル）メチルフェニルジエトキシシラン、（３，４－エポキシシ
クロヘキシル）メチルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、（３，４－エポキシシクロヘ
キシル）メチルフェニルジアセトキシシラン、２－（３’，４’－エポキシシクロヘキシ
ル）エチルトリメトキシシラン、２－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル）エチルト
リエトキシシラン、２－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル）エチルトリ－ｎ－プロ
ポキシシラン、２－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル）エチルトリアセトキシシラ
ン、２－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル）エチルメチルジメトキシシラン、２－
（３’，４’－エポキシシクロヘキシル）エチルメチルジエトキシシラン、２－（３’，
４’－エポキシシクロヘキシル）エチルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、２－（３’，
４’－エポキシシクロヘキシル）エチルメチルジアセトキシシラン、２－（３’，４’－
エポキシシクロヘキシル）エチルエチルジメトキシシラン、２－（３’，４’－エポキシ
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シクロヘキシル）エチルエチルジエトキシシラン、２－（３’，４’－エポキシシクロヘ
キシル）エチルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、２－（３’，４’－エポキシシクロヘ
キシル）エチルエチルジアセトキシシラン、２－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル
）エチルフェニルジメトキシシラン、２－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル）エチ
ルフェニルジエトキシシラン、２－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル）エチルフェ
ニルジ－ｎ－プロポキシシラン、２－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル）エチルフ
ェニルジアセトキシシラン、３－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル）プロピルトリ
メトキシシラン、３－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル）プロピルトリエトキシシ
ラン、３－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル）プロピルトリ－ｎ－プロポキシシラ
ン、３－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル）プロピルトリアセトキシシラン、３－
（３，４－エポキシシクロヘキシル）プロピルメチルジメトキシシラン、３－（３’，４
’－エポキシシクロヘキシル）プロピルメチルジエトキシシラン、３－（３’，４’－エ
ポキシシクロヘキシル）プロピルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－（３’，４’－
エポキシシクロヘキシル）プロピルメチルジアセトキシシラン、３－（３’，４’－エポ
キシシクロヘキシル）プロピルエチルジメトキシシラン、３－（３’，４’－エポキシシ
クロヘキシル）プロピルエチルジエトキシシラン、３－（３’，４’－エポキシシクロヘ
キシル）プロピルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－（３’，４’－エポキシシクロ
ヘキシル）プロピルエチルジアセトキシシラン、３－（３’，４’－エポキシシクロヘキ
シル）プロピルフェニルジメトキシシラン、３－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル
）プロピルフェニルジエトキシシラン、３－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル）プ
ロピルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－（３’，４’－エポキシシクロヘキシル
）プロピルフェニルジアセトキシシランの如きオキシラニル基と加水分解性基とを有する
シラン化合物；
【００６２】
（オキセタン－３－イル）メチルトリメトキシシラン、（オキセタン－３－イル）メチル
トリエトキシシラン、（オキセタン－３－イル）メチルトリ－ｎ－プロポキシシラン、（
オキセタン－３－イル）メチルトリ－ｉ－プロポキシシラン、（オキセタン－３－イル）
メチルトリアセトキシシラン、（オキセタン－３－イル）メチルメチルジメトキシシラン
、（オキセタン－３－イル）メチルメチルジエトキシシラン、（オキセタン－３－イル）
メチルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、（オキセタン－３－イル）メチルメチルジ－ｉ
－プロポキシシラン、（オキセタン－３－イル）メチルメチルジアセトキシシラン、（オ
キセタン－３－イル）メチルエチルジメトキシシラン、（オキセタン－３－イル）メチル
エチルジエトキシシラン、（オキセタン－３－イル）メチルエチルジ－ｎ－プロポキシシ
ラン、（オキセタン－３－イル）メチルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン、（オキセタン
－３－イル）メチルエチルジアセトキシシラン、（オキセタン－３－イル）メチルフェニ
ルジメトキシシラン、（オキセタン－３－イル）メチルフェニルジエトキシシラン、（オ
キセタン－３－イル）メチルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、（オキセタン－３－イ
ル）メチルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラン、（オキセタン－３－イル）メチルフェニ
ルジアセトキシシラン、２－（オキセタン－３’－イル）エチルトリメトキシシラン、２
－（オキセタン－３’－イル）エチルトリエトキシシラン、（オキセタン－３－イル）エ
チルトリ－ｎ－プロポキシシラン、２－（オキセタン－３’－イル）エチルトリ－ｉ－プ
ロポキシシラン、２－（オキセタン－３’－イル）エチルトリアセトキシシラン、２－（
オキセタン－３’－イル）エチルメチルジメトキシシラン、２－（オキセタン－３’－イ
ル）エチルメチルジエトキシシラン、２－（オキセタン－３’－イル）エチルメチルジ－
ｎ－プロポキシシラン、２－（オキセタン－３’－イル）エチルメチルジ－ｉ－プロポキ
シシラン、２－（オキセタン－３’－イル）エチルメチルジアセトキシシラン、２－（オ
キセタン－３’－イル）エチルエチルジメトキシシラン、２－（オキセタン－３’－イル
）エチルエチルジエトキシシラン、２－（オキセタン－３’－イル）エチルエチルジ－ｎ
－プロポキシシラン、２－（オキセタン－３’－イル）エチルエチルジ－ｉ－プロポキシ
シラン、２－（オキセタン－３’－イル）エチルエチルジアセトキシシラン、２－（オキ



(17) JP 2010-55066 A 2010.3.11

10

20

30

40

50

セタン－３’－イル）エチルフェニルジメトキシシラン、２－（オキセタン－３’－イル
）エチルフェニルジエトキシシラン、２－（オキセタン－３’－イル）エチルフェニルジ
－ｎ－プロポキシシラン、２－（オキセタン－３’－イル）エチルフェニルジ－ｉ－プロ
ポキシシラン、２－（オキセタン－３’－イル）エチルフェニルジアセトキシシラン、３
－（オキセタン－３’－イル）プロピルトリメトキシシラン、３－（オキセタン－３’－
イル）プロピルトリエトキシシラン、３－（オキセタン－３’－イル）プロピルトリ－ｎ
－プロポキシシラン、３－（オキセタン－３’－イル）プロピルトリ－ｉ－プロポキシシ
ラン、３－（オキセタン－３’－イル）プロピルトリアセトキシシラン、３－（オキセタ
ン－３’－イル）プロピルメチルジメトキシシラン、３－（オキセタン－３’－イル）プ
ロピルメチルジエトキシシラン、３－（オキセタン－３’－イル）プロピルメチルジ－ｎ
－プロポキシシラン、３－（オキセタン－３’－イル）プロピルメチルジ－ｉ－プロポキ
シシラン、３－（オキセタン－３’－イル）プロピルメチルジアセトキシシラン、３－（
オキセタン－３’－イル）プロピルエチルジメトキシシラン、３－（オキセタン－３’－
イル）プロピルエチルジエトキシシラン、３－（オキセタン－３’－イル）プロピルエチ
ルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－（オキセタン－３’－イル）プロピルエチルジ－ｉ－
プロポキシシラン、３－（オキセタン－３’－イル）プロピルエチルジアセトキシシラン
、３－（オキセタン－３’－イル）プロピルフェニルジメトキシシラン、３－（オキセタ
ン－３’－イル）プロピルフェニルジエトキシシラン、３－（オキセタン－３’－イル）
プロピルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－（オキセタン－３’－イル）プロピル
フェニルジ－ｉ－プロポキシシラン、３－（オキセタン－３’－イル）プロピルフェニル
ジアセトキシシラン、（３－メチルオキセタン－３－イル）メチルトリメトキシシラン、
（３－メチルオキセタン－３－イル）メチルトリエトキシシラン、（３－メチルオキセタ
ン－３－イル）メチルトリ－ｎ－プロポキシシラン、（３－メチルオキセタン－３－イル
）メチルトリ－ｉ－プロポキシシラン、（３－メチルオキセタン－３－イル）メチルトリ
アセトキシシラン、（３－メチルオキセタン－３－イル）メチルメチルジメトキシシラン
、（３－メチルオキセタン－３－イル）メチルメチルジエトキシシラン、（３－メチルオ
キセタン－３－イル）メチルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、（３－メチルオキセタン
－３－イル）メチルメチルジ－ｉ－プロポキシシラン、（３－メチルオキセタン－３－イ
ル）メチルメチルジアセトキシシラン、（３－メチルオキセタン－３－イル）メチルエチ
ルジメトキシシラン、（３－メチルオキセタン－３－イル）メチルエチルジエトキシシラ
ン、（３－メチルオキセタン－３－イル）メチルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、（３
－メチルオキセタン－３－イル）メチルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン、（３－メチル
オキセタン－３－イル）メチルエチルジアセトキシシラン、（３－メチルオキセタン－３
－イル）メチルフェニルジメトキシシラン、（３－メチルオキセタン－３－イル）メチル
フェニルジエトキシシラン、（３－メチルオキセタン－３－イル）メチルフェニルジ－ｎ
－プロポキシシラン、（３－メチルオキセタン－３－イル）メチルフェニルジ－ｉ－プロ
ポキシシラン、（３－メチルオキセタン－３－イル）メチルフェニルジアセトキシシラン
、２－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）エチルトリメトキシシラン、２－（３’
－メチルオキセタン－３’－イル）エチルトリエトキシシラン、２－（３’－メチルオキ
セタン－３’－イル）エチルトリ－ｎ－プロポキシシラン、２－（３’－メチルオキセタ
ン－３’－イル）エチルトリ－ｉ－プロポキシシラン、２－（３’－メチルオキセタン－
３’－イル）エチルトリアセトキシシラン、２－（３’－メチルオキセタン－３’－イル
）エチルメチルジメトキシシラン、２－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）エチル
メチルジエトキシシラン、２－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）エチルメチルジ
－ｎ－プロポキシシラン、２－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）エチルメチルジ
－ｉ－プロポキシシラン、２－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）エチルメチルジ
アセトキシシラン、２－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）エチルエチルジメトキ
シシラン、２－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）エチルエチルジエトキシシラン
、２－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）エチルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン
、２－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）エチルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン
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、２－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）エチルエチルジアセトキシシラン、２－
（３’－メチルオキセタン－３’－イル）エチルフェニルジメトキシシラン、２－（３’
－メチルオキセタン－３’－イル）エチルフェニルジエトキシシラン、２－（３’－メチ
ルオキセタン－３’－イル）エチルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、２－（３’－メ
チルオキセタン－３’－イル）エチルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラン、２－（３’－
メチルオキセタン－３’－イル）エチルフェニルジアセトキシシラン、３－（３’－メチ
ルオキセタン－３’－イル）プロピルトリメトキシシラン、３－（３’－メチルオキセタ
ン－３’－イル）プロピルトリエトキシシラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－
イル）プロピルトリ－ｎ－プロポキシシラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イ
ル）プロピルトリ－ｉ－プロポキシシラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル
）プロピルトリアセトキシシラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピ
ルメチルジメトキシシラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピルメチ
ルジエトキシシラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピルメチルジ－
ｎ－プロポキシシラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピルメチルジ
－ｉ－プロポキシシラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピルメチル
ジアセトキシシラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピルエチルジメ
トキシシラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピルエチルジエトキシ
シラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピルエチルジ－ｎ－プロポキ
シシラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピルエチルジ－ｉ－プロポ
キシシラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピルエチルジアセトキシ
シラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピルフェニルジメトキシシラ
ン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピルフェニルジエトキシシラン、
３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラ
ン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピルフェニルジ－ｉ－プロポキシ
シラン、３－（３’－メチルオキセタン－３’－イル）プロピルフェニルジアセトキシシ
ラン、（３’－エチルオキセタン－３’－イル）メチルトリメトキシシラン、（３－エチ
ルオキセタン－３－イル）メチルトリエトキシシラン、（３－エチルオキセタン－３－イ
ル）メチルトリ－ｎ－プロポキシシラン、（３－エチルオキセタン－３－イル）メチルト
リ－ｉ－プロポキシシラン、（３－エチルオキセタン－３－イル）メチルトリアセトキシ
シラン、（３－エチルオキセタン－３－イル）メチルメチルジメトキシシラン、（３－エ
チルオキセタン－３－イル）メチルメチルジエトキシシラン、（３－エチルオキセタン－
３－イル）メチルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、（３－エチルオキセタン－３－イル
）メチルメチルジ－ｉ－プロポキシシラン、（３－エチルオキセタン－３－イル）メチル
メチルジアセトキシシラン、（３－エチルオキセタン－３－イル）メチルエチルジメトキ
シシラン、（３－エチルオキセタン－３－イル）メチルエチルジエトキシシラン、（３－
エチルオキセタン－３－イル）メチルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、（３－エチルオ
キセタン－３－イル）メチルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン、（３－エチルオキセタン
－３－イル）メチルエチルジアセトキシシラン、（３－エチルオキセタン－３－イル）メ
チルフェニルジメトキシシラン、（３－エチルオキセタン－３－イル）メチルフェニルジ
エトキシシラン、（３－エチルオキセタン－３－イル）メチルフェニルジ－ｎ－プロポキ
シシラン、（３－エチルオキセタン－３－イル）メチルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラ
ン、（３－エチルオキセタン－３－イル）メチルフェニルジアセトキシシラン、２－（３
’－エチルオキセタン－３’－イル）エチルトリメトキシシラン、２－（３’－エチルオ
キセタン－３’－イル）エチルトリエトキシシラン、２－（３’－エチルオキセタン－３
’－イル）エチルトリ－ｎ－プロポキシシラン、２－（３’－エチルオキセタン－３’－
イル）エチルトリ－ｉ－プロポキシシラン、２－（３’－エチルオキセタン－３’－イル
）エチルトリアセトキシシラン、２－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）エチルメ
チルジメトキシシラン、２－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）エチルメチルジエ
トキシシラン、２－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）エチルメチルジ－ｎ－プロ
ポキシシラン、２－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）エチルメチルジ－ｉ－プロ
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ポキシシラン、２－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）エチルメチルジアセトキシ
シラン、２－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）エチルエチルジメトキシシラン、
２

－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）エチルエチルジエトキシシラン、２－（３’
－エチルオキセタン－３’－イル）エチルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、２－（３’
－エチルオキセタン－３’－イル）エチルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン、２－（３’
－エチルオキセタン－３’－イル）エチルエチルジアセトキシシラン、２－（３’－エチ
ルオキセタン－３’－イル）エチルフェニルジメトキシシラン、２－（３’－エチルオキ
セタン－３’－イル）エチルフェニルジエトキシシラン、２－（３’－エチルオキセタン
－３’－イル）エチルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、２－（３’－エチルオキセタ
ン－３’－イル）エチルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラン、２－（３’－エチルオキセ
タン－３’－イル）エチルフェニルジアセトキシシラン、３－（３’－エチルオキセタン
－３’－イル）プロピルトリメトキシシラン、３－（３’－エチルオキセタン－３’－イ
ル）プロピルトリエトキシシラン、３－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピ
ルトリ－ｎ－プロポキシシラン、３－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピル
トリ－ｉ－プロポキシシラン、３－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルト
リアセトキシシラン、３－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルメチルジメ
トキシシラン、３－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルメチルジエトキシ
シラン、３－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルメチルジ－ｎ－プロポキ
シシラン、３－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルメチルジ－ｉ－プロポ
キシシラン、３－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルメチルジアセトキシ
シラン、３－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルエチルジメトキシシラン
、３－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルエチルジエトキシシラン、３－
（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、３
－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン、
３－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルエチルジアセトキシシラン、３－
（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルフェニルジメトキシシラン、３－（３
’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルフェニルジエトキシシラン、３－（３’－
エチルオキセタン－３’－イル）プロピルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－（３
’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラン、３－
（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルフェニルジアセトキシシランの如きオ
キセタニル基と加水分解性基とを有するシラン化合物；
【００６３】
２，３－エピチオプロピルオキシメチルトリメトキシシラン、２，３－エピチオプロピル
オキシメチルトリエトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシメチルトリ－ｎ－プ
ロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシメチルトリ－ｉ－プロピルオキシ
シラン、２，３－エピチオプロピルオキシメチルトリアセトキシシラン、２，３－エピチ
オプロピルオキシメチルメチルジメトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシメチ
ルメチルジエトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシメチルメチルジ－ｎ－プロ
ピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシメチルメチルジ－ｉ－プロピルオキ
シシラン、２，３－エピチオプロピルオキシメチルメチルジアセトキシシラン、２，３－
エピチオプロピルオキシメチルエチルジメトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキ
シメチルエチルジエトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシメチルエチルジ－ｎ
－プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシメチルエチルジ－ｉ－プロピ
ルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシメチルエチルジアセトキシシラン、２
，３－エピチオプロピルオキシメチルフェニルジメトキシシラン、２，３－エピチオプロ
ピルオキシメチルフェニルジエトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシメチルフ
ェニルジ－ｎ－プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシメチルフェニル
ジ－ｉ－プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシメチルフェニルジアセ
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トキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシエチルトリメトキシシラン、２，３－エ
ピチオプロピルオキシエチルトリエトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシエチ
ルトリ－ｎ－プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシエチルトリ－ｉ－
プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシエチルトリアセトキシシラン、
２，３－エピチオプロピルオキシエチルメチルジメトキシシラン、２，３－エピチオプロ
ピルオキシエチルメチルジエトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシエチルメチ
ルジ－ｎ－プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシエチルメチルジ－ｉ
－プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシエチルメチルジアセトキシシ
ラン、２，３－エピチオプロピルオキシエチルエチルジメトキシシラン、２，３－エピチ
オプロピルオキシエチルエチルジエトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシエチ
ルエチルジ－ｎ－プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシエチルエチル
ジ－ｉ－プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシエチルエチルジアセト
キシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシエチルフェニルジメトキシシラン、２，３
－エピチオプロピルオキシエチルフェニルジエトキシシラン、２，３－エピチオプロピル
オキシエチルフェニルジ－ｎ－プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシ
エチルフェニルジ－ｉ－プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシエチル
フェニルジアセトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシプロピルトリメトキシシ
ラン、２，３－エピチオプロピルオキシプロピルトリエトキシシラン、２，３－エピチオ
プロピルオキシプロピルトリ－ｎ－プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオ
キシプロピルトリ－ｉ－プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシプロピ
ルトリアセトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシプロピルメチルジメトキシシ
ラン、２，３－エピチオプロピルオキシプロピルメチルジエトキシシラン、２，３－エピ
チオプロピルオキシプロピルメチルジ－ｎ－プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプ
ロピルオキシプロピルメチルジ－ｉ－プロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピル
オキシプロピルメチルジアセトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシプロピルエ
チルジメトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシプロピルエチルジエトキシシラ
ン、２，３－エピチオプロピルオキシプロピルエチルジ－ｎ－プロピルオキシシラン、２
，３－エピチオプロピルオキシプロピルエチルジ－ｉ－プロピルオキシシラン、２，３－
エピチオプロピルオキシプロピルエチルジアセトキシシラン、２，３－エピチオプロピル
オキシプロピルフェニルジメトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシプロピルフ
ェニルジエトキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシプロピルフェニルジ－ｎ－プ
ロピルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシプロピルフェニルジ－ｉ－プロピ
ルオキシシラン、２，３－エピチオプロピルオキシプロピルフェニルジアセトキシシラン
の如きエピスルフィド基と加水分解性基とを有するシラン化合物；
【００６４】
カルボキシメチルトリメトキシシラン、カルボキシメチルトリエトキシシラン、カルボキ
シメチルトリ－ｎ－プロピルオキシシラン、カルボキシメチルトリ－ｉ－プロピルオキシ
シラン、カルボキシメチルトリアセトキシシラン、カルボキシメチルトリ（メトキシエト
キシ）シラン、カルボキシメチルメチルジメトキシシラン、カルボキシメチルメチルジエ
トキシシラン、カルボキシメチルメチルジ－ｎ－プロピルオキシシラン、カルボキシメチ
ルメチルジ－ｉ－プロピルオキシシラン、カルボキシメチルメチルジアセトキシシラン、
カルボキシメチルエチルジメトキシシラン、カルボキシメチルエチルジエトキシシラン、
カルボキシメチルエチルジ－ｎ－プロピルオキシシラン、カルボキシメチルエチルジ－ｉ
－プロピルオキシシラン、カルボキシメチルエチルジアセトキシシラン、カルボキシメチ
ルエチルジ（メトキシエトキシ）シラン、カルボキシメチルフェニルジメトキシシラン、
カルボキシメチルフェニルジエトキシシラン、カルボキシメチルフェニルジ－ｎ－プロピ
ルオキシシラン、カルボキシメチルフェニルジ－ｉ－プロピルオキシシラン、カルボキシ
メチルフェニルジアセトキシシラン、カルボキシメチルフェニルジ（メトキシエトキシ）
シラン、２－カルボキシエチルトリメトキシシラン、２－カルボキシエチルトリエトキシ
シラン、２－カルボキシエチルトリ－ｎ－プロピルオキシシラン、２－カルボキシエチル
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トリ－ｉ－プロピルオキシシラン、２－カルボキシエチルトリアセトキシシラン、２－カ
ルボキシエチルトリ（メトキシエトキシ）シラン、２－カルボキシエチルメチルジメトキ
シシラン、２－カルボキシエチルメチルジエトキシシラン、２－カルボキシエチルメチル
ジ－ｎ－プロピルオキシシラン、２－カルボキシエチルメチルジ－ｉ－プロピルオキシシ
ラン、２－カルボキシエチルメチルジアセトキシシラン、２－カルボキシエチルエチルジ
メトキシシラン、２－カルボキシエチルエチルジエトキシシラン、２－カルボキシエチル
エチルジ－ｎ－プロピルオキシシラン、２－カルボキシエチルエチルジ－ｉ－プロピルオ
キシシラン、２－カルボキシエチルエチルジアセトキシシラン、２－カルボキシエチルエ
チルジ（メトキシエトキシ）シラン、２－カルボキシエチルフェニルジメトキシシラン、
２－カルボキシエチルフェニルジエトキシシラン、２－カルボキシエチルフェニルジ－ｎ
－プロピルオキシシラン、２－カルボキシエチルフェニルジ－ｉ－プロピルオキシシラン
、２－カルボキシエチルフェニルジアセトキシシラン、２－カルボキシエチルフェニルジ
（メトキシエトキシ）シランの如きカルボキシ基と加水分解性基とを有するシラン化合物
；
【００６５】
ヒドロキシメチルトリメトキシシラン、ヒドロキシメチルトリエトキシシラン、ヒドロキ
シメチルトリ－ｎ－プロポキシシラン、ヒドロキシメチルトリ－ｉ－プロポキシシラン、
ヒドロキシメチルトリアセトキシシラン、ヒドロキシメチルトリ（メトキシエトキシ）シ
ラン、ヒドロキシメチルメチルジメトキシシラン、ヒドロキシメチルメチルジエトキシシ
ラン、ヒドロキシメチルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、ヒドロキシメチルメチルジ－
ｉ－プロポキシシラン、ヒドロキシメチルメチルジアセトキシシラン、ヒドロキシメチル
エチルジメトキシシラン、ヒドロキシメチルエチルジエトキシシラン、ヒドロキシメチル
エチルジ－ｎ－プロポキシシラン、ヒドロキシメチルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン、
ヒドロキシメチルエチルジアセトキシシラン、ヒドロキシメチルエチルジ（メトキシエト
キシ）シラン、ヒドロキシメチルフェニルジメトキシシラン、ヒドロキシメチルフェニル
ジエトキシシラン、ヒドロキシメチルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、ヒドロキシメ
チルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラン、ヒドロキシメチルフェニルジアセトキシシラン
、ヒドロキシメチルフェニルジ（メトキシエトキシ）シラン、２－ヒドロキシエチルトリ
メトキシシラン、２－ヒドロキシエチルトリエトキシシラン、２－ヒドロキシエチルトリ
－ｎ－プロポキシシラン、２－ヒドロキシエチルトリ－ｉ－プロポキシシラン、２－ヒド
ロキシエチルトリアセトキシシラン、２－ヒドロキシエチルトリ（メトキシエトキシ）シ
ラン、２－ヒドロキシエチルメチルジメトキシシラン、２－ヒドロキシエチルメチルジエ
トキシシラン、２－ヒドロキシエチルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、２－ヒドロキシ
エチルメチルジ－ｉ－プロポキシシラン、２－ヒドロキシエチルメチルジアセトキシシラ
ン、２－ヒドロキシエチルエチルジメトキシシラン、２－ヒドロキシエチルエチルジエト
キシシラン、２－ヒドロキシエチルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、２－ヒドロキシエ
チルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン、２－ヒドロキシエチルエチルジアセトキシシラン
、２－ヒドロキシエチルエチルジ（メトキシエトキシ）シラン、２－ヒドロキシエチルフ
ェニルジメトキシシラン、２－ヒドロキシエチルフェニルジエトキシシラン、２－ヒドロ
キシエチルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、２－ヒドロキシエチルフェニルジ－ｉ－
プロポキシシラン、２－ヒドロキシエチルフェニルジアセトキシシラン、２－ヒドロキシ
エチルフェニルジ（メトキシエトキシ）シラン、３－ヒドロキシプロピルトリメトキシシ
ラン、３－ヒドロキシプロピルトリエトキシシラン、３－ヒドロキシプロピルトリ－ｎ－
プロポキシシラン、３－ヒドロキシプロピルトリ－ｉ－プロポキシシラン、３－ヒドロキ
シプロピルトリアセトキシシラン、３－ヒドロキシプロピルトリ（メトキシエトキシ）シ
ラン、３－ヒドロキシプロピルメチルジメトキシシラン、３－ヒドロキシプロピルメチル
ジエトキシシラン、３－ヒドロキシプロピルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－ヒド
ロキシプロピルメチルジ－ｉ－プロポキシシラン、３－ヒドロキシプロピルメチルジアセ
トキシシラン、３－ヒドロキシプロピルエチルジメトキシシラン、３－ヒドロキシプロピ
ルエチルジエトキシシラン、３－ヒドロキシプロピルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、
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３－ヒドロキシプロピルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン、３－ヒドロキシプロピルエチ
ルジアセトキシシラン、３－ヒドロキシプロピルエチルジ（メトキシエトキシ）シラン、
３－ヒドロキシプロピルフェニルジメトキシシラン、３－ヒドロキシプロピルフェニルジ
エトキシシラン、３－ヒドロキシプロピルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－ヒド
ロキシプロピルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラン、３－ヒドロキシプロピルフェニルジ
アセトキシシラン、３－ヒドロキシプロピルフェニルジ（メトキシエトキシ）シラン、４
－ヒドロキシフェニルトリメトキシシラン、４－ヒドロキシフェニルトリエトキシシラン
、４－ヒドロキシフェニルトリ－ｎ－プロポキシシラン、４－ヒドロキシフェニルトリ－
ｉ－プロポキシシラン、４－ヒドロキシフェニルトリアセトキシシラン、４－ヒドロキシ
フェニルトリ（メトキシエトキシ）シラン、４－ヒドロキシフェニルメチルジメトキシシ
ラン、４－ヒドロキシフェニルメチルジエトキシシラン、４－ヒドロキシフェニルメチル
ジ－ｎ－プロポキシシラン、４－ヒドロキシフェニルメチルジ－ｉ－プロポキシシラン、
４－ヒドロキシフェニルメチルジアセトキシシラン、４－ヒドロキシフェニルエチルジメ
トキシシラン、４－ヒドロキシフェニルエチルジエトキシシラン、４－ヒドロキシフェニ
ルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、４－ヒドロキシフェニルエチルジ－ｉ－プロポキシ
シラン、４－ヒドロキシフェニルエチルジアセトキシシラン、４－ヒドロキシフェニルエ
チルジ（メトキシエトキシ）シラン、４－ヒドロキシフェニルフェニルジメトキシシラン
、４－ヒドロキシフェニルフェニルジエトキシシラン、４－ヒドロキシフェニルフェニル
ジ－ｎ－プロポキシシラン、４－ヒドロキシフェニルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラン
、４－ヒドロキシフェニルフェニルジアセトキシシラン、４－ヒドロキシフェニルフェニ
ルジ（メトキシエトキシ）シラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフェニルカル
ボニルオキシ）ペンチルトリメトキシシラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフ
ェニルカルボニルオキシ）ペンチルトリエトキシシラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒ
ドロキシフェニルカルボニルオキシ）ペンチルトリ－ｎ－プロポキシシラン、４－ヒドロ
キシ－５－（ｐ－ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ）ペンチルトリ－ｉ－プロポキシ
シラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ）ペンチルト
リアセトキシシラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ
）ペンチルトリ（メトキシエトキシ）シラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフ
ェニルカルボニルオキシ）ペンチルメチルジメトキシシラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ
－ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ）ペンチルメチルジエトキシシラン、４－ヒドロ
キシ－５－（ｐ－ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ）ペンチルメチルジ－ｎ－プロポ
キシシラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ）ペンチ
ルメチルジ－ｉ－プロポキシシラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフェニルカ
ルボニルオキシ）ペンチルメチルジアセトキシシラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒド
ロキシフェニルカルボニルオキシ）ペンチルエチルジメトキシシラン、４－ヒドロキシ－
５－（ｐ－ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ）ペンチルエチルジエトキシシラン、４
－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ）ペンチルエチルジ－ｎ
－プロポキシシラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ
）ペンチルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフ
ェニルカルボニルオキシ）ペンチルエチルジアセトキシシラン、４－ヒドロキシ－５－（
ｐ－ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ）ペンチルエチルジ（メトキシエトキシ）シラ
ン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ）ペンチルフェニ
ルジメトキシシラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ
）ペンチルフェニルジエトキシシラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフェニル
カルボニルオキシ）ペンチルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、４－ヒドロキシ－５－
（ｐ－ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ）ペンチルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラ
ン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフェニルカルボニルオキシ）ペンチルフェニ
ルジアセトキシシラン、４－ヒドロキシ－５－（ｐ－ヒドロキシフェニルカルボニルオキ
シ）ペンチルフェニルジ（メトキシエトキシ）シラン、下記式（２－２）
【００６６】
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【化５】

【００６７】
（式（２－２）中、Ｙ2は上記式（２－１）におけるのと同じ意味であり、Ｙ3はメチレン
基または炭素数２～６のアルキレン基を表し、Ｒは相互に独立に炭素数１～６のアルキル
基または炭素数２～６のアシル基を表す。）
で表される化合物の如き水酸基と加水分解性基とを有するシラン化合物；
【００６８】
　メルカプトメチルトリメトキシシラン、メルカプトメチルトリエトキシシラン、メルカ
プトメチルトリ－ｎ－プロポキシシラン、メルカプトメチルトリ－ｉ－プロポキシシラン
、メルカプトメチルトリアセトキシシラン、メルカプトメチルトリ（メトキシエトキシ）
シラン、メルカプトメチルメチルジメトキシシラン、メルカプトメチルメチルジエトキシ
シラン、メルカプトメチルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、メルカプトメチルメチルジ
－ｉ－プロポキシシラン、メルカプトメチルメチルジアセトキシシラン、メルカプトメチ
ルエチルジメトキシシラン、メルカプトメチルエチルジエトキシシラン、メルカプトメチ
ルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、メルカプトメチルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン
、メルカプトメチルエチルジアセトキシシラン、メルカプトメチルエチルジ（メトキシエ
トキシ）シラン、メルカプトメチルフェニルジメトキシシラン、メルカプトメチルフェニ
ルジエトキシシラン、メルカプトメチルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、メルカプト
メチルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラン、メルカプトメチルフェニルジアセトキシシラ
ン、メルカプトメチルフェニルジ（メトキシエトキシ）シラン、２－メルカプトエチルト
リメトキシシラン、２－メルカプトエチルトリエトキシシラン、２－メルカプトエチルト
リ－ｎ－プロポキシシラン、２－メルカプトエチルトリ－ｉ－プロポキシシラン、２－メ
ルカプトエチルトリアセトキシシラン、２－メルカプトエチルトリ（メトキシエトキシ）
シラン、２－メルカプトエチルメチルジメトキシシラン、２－メルカプトエチルメチルジ
エトキシシラン、２－メルカプトエチルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、２－メルカプ
トエチルメチルジ－ｉ－プロポキシシラン、２－メルカプトエチルメチルジアセトキシシ
ラン、２－メルカプトエチルエチルジメトキシシラン、２－メルカプトエチルエチルジエ
トキシシラン、２－メルカプトエチルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン、２－メルカプト
エチルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン、２－メルカプトエチルエチルジアセトキシシラ
ン、２－メルカプトエチルエチルジ（メトキシエトキシ）シラン、２－メルカプトエチル
フェニルジメトキシシラン、２－メルカプトエチルフェニルジエトキシシラン、２－メル
カプトエチルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、２－メルカプトエチルフェニルジ－ｉ
－プロポキシシラン、２－メルカプトエチルフェニルジアセトキシシラン、２－メルカプ
トエチルフェニルジ（メトキシエトキシ）シラン、３－メルカプトプロピルトリメトキシ
シラン、３－メルカプトプロピルトリエトキシシラン、３－メルカプトプロピルトリ－ｎ
－プロポキシシラン、３－メルカプトプロピルトリ－ｉ－プロポキシシラン、３－メルカ
プトプロピルトリアセトキシシラン、３－メルカプトプロピルトリ（メトキシエトキシ）
シラン、３－メルカプトプロピルメチルジメトキシシラン、３－メルカプトプロピルメチ
ルジエトキシシラン、３－メルカプトプロピルメチルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－メ
ルカプトプロピルメチルジ－ｉ－プロポキシシラン、３－メルカプトプロピルメチルジア
セトキシシラン、３－メルカプトプロピルエチルジメトキシシラン、３－メルカプトプロ
ピルエチルジエトキシシラン、３－メルカプトプロピルエチルジ－ｎ－プロポキシシラン
、３－メルカプトプロピルエチルジ－ｉ－プロポキシシラン、３－メルカプトプロピルエ
チルジアセトキシシラン、３－メルカプトプロピルエチルジ（メトキシエトキシ）シラン
、３－メルカプトプロピルフェニルジメトキシシラン、３－メルカプトプロピルフェニル
ジエトキシシラン、３－メルカプトプロピルフェニルジ－ｎ－プロポキシシラン、３－メ
ルカプトプロピルフェニルジ－ｉ－プロポキシシラン、３－メルカプトプロピルフェニル
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ジアセトキシシラン、３－メルカプトプロピルフェニルジ（メトキシエトキシ）シランの
如きメルカプト基と加水分解性基とを有するシラン化合物等を挙げることができる。
【００６９】
　これらの化合物（ｃ２）うち、反応性および得られる着色層の耐溶剤性、密着性の面か
ら、テトラアルコキシシラン、モノアルキルトリアルコキシシラン、モノアリールトリア
ルコキシシラン、ジアルキルジアルコキシシラン、ジアリールジアルコキシシラン、オキ
シラニル基と加水分解性基とを有するシラン化合物、オキセタニル基と加水分解性基とを
有するシラン化合物、メルカプト基と加水分解性基とを有するシラン化合物が好ましく、
特にテトラメトキシシラン、テトラエトキシシラン、メチルトリメトキシシラン、メチル
トリエトキシシラン、フェニルトリメトキシシラン、フェニルトリエトキシシラン、ジメ
チルジメトキシシラン、ジメチルジエトキシシラン、ジフェニルジメトキシシラン、ジフ
ェニルジエトキシシラン、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、３－グリシド
キシプロピルトリエトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジメトキシシラン、
３－グリシドキシプロピルメチルジエトキシシラン、２－（３，４－エポキシシクロヘキ
シル）エチルトリメトキシシラン、２－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリ
エトキシシラン、３－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルトリメトキシシ
ラン、３－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルトリエトキシシラン、３－
メルカプトプロピルトリメトキシシラン、３－メルカプトプロピルトリエトキシシランが
好ましい。これら化合物（ｃ２）は、単独であるいは２種以上を組み合わせて用いられる
。
【００７０】
　本発明において、化合物（ｃ１）から誘導される構成単位の含有率は、化合物（ｃ１）
および（ｃ２）から誘導される繰り返し単位の合計に基づいて、通常５～１００重量％、
好ましくは１０～１００重量％、特に好ましくは２０～１００重量％である。化合物（ｃ
１）から誘導される構成単位の含有率を上記範囲とすることにより、耐溶剤性、密着性、
電気特性に優れた着色層を形成することができる。
【００７１】
　重合性不飽和結合含有ポリシロキサンは、上記の如き化合物（ｃ１）単独または化合物
（ｃ１）と（ｃ２）を、好ましくは溶媒中、好ましくは触媒の存在下において加水分解お
よび縮合することにより、合成することができる。
　重合性不飽和結合含有ポリシロキサンの合成に使用することのできる溶媒としては、例
えばメタノール、エタノール、ｎ－プロパノール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブタノ
ール、イソブチルアルコール、ｔ－ブチルアルコール、アセトン、メチルエチルケトン、
メチルイソブチルケトン、プロピレングリコールモノメチルエーテル、テトラヒドロフラ
ン、ジオキサン、アセトニトリルの如き水溶性溶剤またはそれらの水溶液を挙げることが
できる。
【００７２】
　重合性不飽和結合含有ポリシロキサンを合成するための加水分解および縮合反応は、好
ましくは酸触媒（例えば塩酸、硫酸、硝酸、蟻酸、シュウ酸、酢酸、トリフルオロ酢酸、
トリフルオロメタンスルホン酸、リン酸、酸性イオン交換樹脂、各種ルイス酸など）また
は塩基触媒（例えばアンモニア、１級アミン類、２級アミン類、３級アミン類、ピリジン
などの含窒素芳香族化合物；塩基性イオン交換樹脂；水酸化ナトリウムなどの水酸化物；
炭酸カリウムなどの炭酸塩；酢酸ナトリウムなどのカルボン酸塩；各種ルイス塩基など）
の存在下で行われる。触媒の使用量としては、モノマー１モルに対して好ましくは０．２
モル以下であり、より好ましくは０．００００１～０．１モルである。
【００７３】
　水の使用量、反応温度および反応時間は適宜に設定される。例えば下記の条件が採用で
きる。
　水の使用量は化合物（ｃ１）中の基Ｒ1と化合物（ｃ２）中の基Ｒ5の合計量１モルに対
して、好ましくは０．１～３モル、より好ましくは０．３～２モル、さらに好ましくは０
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．５～１．５モルの量である。
　反応温度は、好ましくは４０～２００℃、より好ましくは５０～１５０℃である。
　反応時間は、好ましくは３０分～２４時間、より好ましくは１～１２時間である。
【００７４】
　重合性不飽和結合含有ポリシロキサンのゲルパーミエーションクロマトグラフィ（ＧＰ
Ｃ）によるポリスチレン換算重量平均分子量（以下、「Ｍｗ」ということがある。）は、
通常３００～５０，０００、好ましくは５００～３０，０００である。Ｍｗが小さすぎる
と、本発明所望の効果が損なわれるおそれがあり、一方大きすぎると、塗布性や着色剤の
分散性を悪化させるおそれがある。
【００７５】
　本発明においては、重合性不飽和化合物として、重合性不飽和結合含有ポリシロキサン
と共に他の重合性不飽和化合物を使用することができる。他の重合性不飽和化合物として
は、２個以上の重合性不飽和結合を有する多官能性単量体、および１個の重合性不飽和結
合を有する単官能性単量体を挙げることができる。
【００７６】
　前記多官能性単量体としては、例えば、
エチレングリコール、プロピレングリコール等のアルキレングリコールのジ（メタ）アク
リレート類；
ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール等のポリアルキレングリコールのジ
（メタ）アクリレート類；
グリセリン、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリトール、ジペンタエリスリトール
等の３価以上の多価アルコールのポリ（メタ）アクリレート類や、それらのジカルボン酸
変性物；
ポリエステル、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、アルキド樹脂、シリコーン樹脂、スピラン
樹脂等のオリゴ（メタ）アクリレート類；
両末端ヒドロキシポリ－１，３－ブタジエン、両末端ヒドロキシポリイソプレン、両末端
ヒドロキシポリカプロラクトン等の両末端ヒドロキシル化重合体のジ（メタ）アクリレー
ト類；
ウレタン構造を有するポリ（メタ）アクリレート類；
トリス〔２－（メタ）アクリロイルオキシエチル〕フォスフェートや、
イソシアヌル酸エチレンオキシド変性トリアクリレート
等を挙げることができる。
【００７７】
　また、前記単官能性単量体としては、例えば、こはく酸モノ〔２－（メタ）アクリロイ
ロキシエチル〕、フタル酸モノ〔２－（メタ）アクリロイロキシエチル〕の如き２価以上
の多価カルボン酸のモノ〔（メタ）アクリロイロキシアルキル〕エステル；ω－カルボキ
シポリカプロラクトンモノ（メタ）アクリレートの如き両末端にカルボキシ基と水酸基と
を有するポリマーのモノ（メタ）アクリレート；Ｎ－ビニルサクシンイミド、Ｎ－ビニル
ピロリドン、Ｎ－ビニルフタルイミド、Ｎ－ビニル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－ε－
カプロラクタム、Ｎ－ビニルピロール、Ｎ－ビニルピロリジン、Ｎ－ビニルイミダゾール
、Ｎ－ビニルイミダゾリジン、Ｎ－ビニルインドール、Ｎ－ビニルインドリン、Ｎ－ビニ
ルベンズイミダゾ－ル、Ｎ－ビニルカルバゾール、Ｎ－ビニルピペリジン、Ｎ－ビニルピ
ペラジン、Ｎ－ビニルモルフォリン、Ｎ－ビニルフェノキサジン等のＮ－ビニル含窒素複
素環式化合物；Ｎ－（メタ）アクリロイルモルフォリンのほか、市販品として、Ｍ－５４
００、Ｍ－５６００（商品名、東亞合成（株）製）等を挙げることができる。
【００７８】
　本発明において、他の重合性不飽和化合物としては多官能性単量体が好ましく、特に、
３価以上の多価アルコールのポリ（メタ）アクリレート類やそれらのジカルボン酸変性物
、並びにウレタン構造を有するポリ（メタ）アクリレート類が好ましい。３価以上の多価
アルコールのポリ（メタ）アクリレート類やそれらのジカルボン酸変性物としては、トリ
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メチロールプロパントリアクリレート、トリメチロールプロパントリメタクリレート、ペ
ンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールトリメタクリレート、ペン
タエリスリトールテトラアクリレート、ペンタエリスリトールテトラメタクリレート、ジ
ペンタエリスリトールペンタアクリレート、ジペンタエリスリトールペンタメタクリレー
ト、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサメタク
リレート、ペンタエリスリトールトリアクリレートとこはく酸とのモノエステル化物、ペ
ンタエリスリトールトリメタクリレートとこはく酸とのモノエステル化物、ジペンタエリ
スリトールペンタアクリレートとこはく酸とのモノエステル化物、ジペンタエリスリトー
ルペンタメタアクリレートとこはく酸とのモノエステル化物等が好ましく、特に、トリメ
チロールプロパントリアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ジペンタ
エリスリトールペンタアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、ペン
タエリスリトールトリアクリレートとこはく酸とのモノエステル化物およびジペンタエリ
スリトールペンタアクリレートとこはく酸とのモノエステル化物が、着色層の強度が高く
、着色層の表面平滑性に優れ、かつ未露光部の基板上および遮光層上に地汚れ、膜残り等
を発生し難い点で好ましい。
　他の重合性不飽和化合物は、単独でまたは２種以上を混合して使用することができる。
【００７９】
　本発明において、重合性不飽和化合物中の他の重合性不飽和化合物の含有割合は、本発
明の所望の前記の効果を得る観点から、好ましくは０～８０重量％、特に好ましくは０～
５０重量％である。
【００８０】
－（Ｄ）光重合開始剤－
　本発明における光重合開始剤は、可視光線、紫外線、遠紫外線、電子線、Ｘ線等の放射
線の露光により、前記（Ｃ）重合性不飽和化合物の重合を開始しうる活性種を発生する化
合物である。
　このような光重合開始剤としては、例えば、アセトフェノン系化合物、ビイミダゾール
系化合物、トリアジン系化合物、Ｏ－アシルオキシム系化合物、オニウム塩系化合物、ベ
ンゾイン系化合物、ベンゾフェノン系化合物、α－ジケトン系化合物、多核キノン系化合
物、キサントン系化合物、ジアゾ系化合物、イミドスルホナート系化合物等を挙げること
ができる。
【００８１】
　本発明において、光重合開始剤は、単独でまたは２種以上を混合して使用することがで
きるが、本発明における光重合開始剤としては、アセトフェノン系化合物、ビイミダゾー
ル系化合物、トリアジン系化合物、Ｏ－アシルオキシム系化合物、チオキサントン系化合
物の群から選ばれる少なくとも１種が好ましい。もちろん、これらの各種光重合開始剤に
ついても、各々単独でまたは２種以上を混合して使用することができる。
【００８２】
　本発明において、光重合開始剤の含有量は、（Ｃ）重合性不飽和化合物１００重量部に
対して、通常、０．０１～１２０重量部、好ましくは１～１００重量部である。この場合
、光重合開始剤の含有量が少なすぎると、露光による硬化が不十分となり、着色層パター
ンが所定の配列に従って配置されたカラーフィルタを得ることが困難となるおそれがあり
、一方多すぎると、着色層が現像時に基板から脱落しやすくなる傾向がある。
【００８３】
　本発明における好ましい光重合開始剤のうち、アセトフェノン系化合物の具体例として
は、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、２－メチル－１－
〔４－（メチルチオ）フェニル〕－２－モルフォリノプロパン－１－オン、２－ベンジル
－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）ブタン－１－オン、２－（４
－メチルベンジル）－２－（ジメチルアミノ）－１－（４－モルフォリノフェニル）ブタ
ン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘキシル・フェニルケトン、２，２－ジメトキシ－
１，２－ジフェニルエタン－１－オン、１，２－オクタンジオン等を挙げることができる
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。
【００８４】
　また、前記ビイミダゾール系化合物の具体例としては、２，２’－ビス（２－クロロフ
ェニル）－４，４’，５，５’－テトラキス（４－エトキシカルボニルフェニル）－１，
２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２－ブロモフェニル）－４，４’，５，５’－
テトラキス（４－エトキシカルボニルフェニル）－１，２’－ビイミダゾール、２，２’
－ビス（２－クロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイ
ミダゾール、２，２’－ビス（２，４－ジクロロフェニル）－４，４’，５，５’－テト
ラフェニル－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２，４，６－トリクロロフェ
ニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－
ビス（２－ブロモフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミ
ダゾール、２，２’－ビス（２，４－ジブロモフェニル）－４，４’，５，５’－テトラ
フェニル－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２，４，６－トリブロモフェニ
ル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール等を挙げること
ができる。
【００８５】
　これらのビイミダゾール系化合物は、溶剤に対する溶解性に優れ、未溶解物、析出物等
の異物を生じることがなく、しかも感度が高く、少ないエネルギー量の露光により硬化反
応を十分進行させるとともに、未露光部で硬化反応が生じることがないため、露光後の塗
膜は、現像液に対して不溶性の硬化部分と、現像液に対して高い溶解性を有する未硬化部
分とに明確に区分され、それにより、アンダーカットのない着色層パターンが所定の配列
に従って配置された高精細なカラーフィルタを形成することができる。
【００８６】
　本発明においては、光重合開始剤としてビイミダゾール系化合物を用いる場合、下記す
る水素供与体を併用することが、感度をさらに改良することができる点で好ましい。
　ここでいう「水素供与体」とは、露光によりビイミダゾール系化合物から発生したラジ
カルに対して、水素原子を供与することができる化合物を意味する。
　本発明における水素供与体としては、下記で定義するメルカプタン系化合物、アミン系
化合物等が好ましい。
【００８７】
　前記メルカプタン系化合物は、ベンゼン環あるいは複素環を母核とし、該母核に直接結
合したメルカプト基を１個以上、好ましくは１～３個、さらに好ましくは１～２個有する
化合物（以下、「メルカプタン系水素供与体」という。）からなる。
　前記アミン系化合物は、ベンゼン環あるいは複素環を母核とし、該母核に直接結合した
アミノ基を１個以上、好ましくは１～３個、さらに好ましくは１～２個有する化合物（以
下、「アミン系水素供与体」という。）からなる。
　なお、これらの水素供与体は、メルカプト基とアミノ基とを同時に有することもできる
。
【００８８】
　このようなメルカプタン系水素供与体の具体例としては、２－メルカプトベンゾチアゾ
ール、２－メルカプトベンゾオキサゾール、２－メルカプトベンゾイミダゾール、２，５
－ジメルカプト－１，３，４－チアジアゾール、２－メルカプト－２，５－ジメチルアミ
ノピリジン等を挙げることができる。
【００８９】
　このようなアミン系水素供与体の具体例としては、４，４’－ビス（ジメチルアミノ）
ベンゾフェノン、４，４’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン、４－ジエチルアミ
ノアセトフェノン、４－ジメチルアミノプロピオフェノン、エチル－４－ジメチルアミノ
ベンゾエート、４－ジメチルアミノ安息香酸、４－ジメチルアミノベンゾニトリル等を挙
げることができる。
【００９０】



(28) JP 2010-55066 A 2010.3.11

10

20

30

40

50

　本発明において、水素供与体は、単独でまたは２種以上を混合して使用することができ
るが、１種以上のメルカプタン系水素供与体と１種以上のアミン系水素供与体とを組み合
わせて使用することが、形成された着色層が現像時に基板から脱落し難く、また着色層強
度および感度も高い点で好ましい。
【００９１】
　本発明において、水素供与体をビイミダゾール系化合物と併用する場合の含有量は、（
Ｃ）重合性不飽和化合物１００重量部に対して、好ましくは０．０１～４０重量部、さら
に好ましくは１～３０重量部、特に好ましくは１～２０重量部である。この場合、水素供
与体の含有量が少なすぎると、感度の改良効果が低下する傾向があり、一方多すぎると、
着色層が現像時に基板から脱落しやすくなる傾向がある。
【００９２】
　なお、アミン系水素供与体は、アセトフェノン系化合物等のビイミダゾール系化合物以
外の光重合開始剤と併用する場合には増感剤として機能することができる。アミン系水素
供与体を増感剤として使用する場合、その含有量は、ビイミダゾール系化合物以外の光重
合開始剤１００重量部に対して、通常３００重量部以下、好ましくは２００重量部以下、
さらに好ましくは１００重量部以下であるが、かかる含有量が少なすぎると十分な効果が
得難くなることから、含有量の下限を好ましくは２重量部、さらに好ましくは５重量部と
するのが望ましい。
【００９３】
　また、前記トリアジン系化合物の具体例としては、２，４，６－トリス（トリクロロメ
チル）－ｓ－トリアジン、２－メチル－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリア
ジン、２－〔２－（５－メチルフラン－２－イル）エテニル〕－４，６－ビス（トリクロ
ロメチル）－ｓ－トリアジン、２－〔２－（フラン－２－イル）エテニル〕－４，６－ビ
ス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－〔２－（４－ジエチルアミノ－２－メチ
ルフェニル）エテニル〕－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－〔
２－（３，４－ジメトキシフェニル）エテニル〕－４，６－ビス（トリクロロメチル）－
ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシフェニル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－
ｓ－トリアジン、２－（４－エトキシスチリル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－
ｓ－トリアジン、２－（４－ｎ－ブトキシフェニル）－４，６－ビス（トリクロロメチル
）－ｓ－トリアジン等のハロメチル基を有するトリアジン系化合物を挙げることができる
。
【００９４】
　また、Ｏ－アシルオキシム系化合物の具体例としては、１，２－オクタンジオン，１－
〔４－（フェニルチオ）フェニル〕－，２－（Ｏ－ベンゾイルオキシム）、１－〔９－エ
チル－６－ベンゾイル－９Ｈ－カルバゾール－３－イル〕－ノナン－１，２－ノナン－２
－オキシム－Ｏ－ベンゾアート、１－〔９－エチル－６－ベンゾイル－９Ｈ－カルバゾー
ル－３－イル〕－ノナン－１，２－ノナン－２－オキシム－Ｏ－アセタート、１－〔９－
エチル－６－ベンゾイル－９Ｈ－カルバゾール－３－イル〕－ペンタン－１，２－ペンタ
ン－２－オキシム－Ｏ－アセタート、１－〔９－エチル－６－ベンゾイル－９Ｈ－カルバ
ゾール－３－イル〕－オクタン－１－オンオキシム－Ｏ－アセタート、１－〔９－エチル
－６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル〕－エタン－１－オン
オキシム－Ｏ－ベンゾアート、１－〔９－エチル－６－（１，３，５－トリメチルベンゾ
イル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル〕－エタン－１－オンオキシム－Ｏ－ベンゾアー
ト、１－〔９－ブチル－６－（２－エチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル
〕－エタン－１－オンオキシム－Ｏ－ベンゾアート、エタノン，１－［９－エチル－６－
（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル］－，１－（Ｏ－アセチルオ
キシム）、エタノン，１－〔９－エチル－６－（２－メチル－４－テトラヒドロフラニル
メトキシベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル〕－，１－（Ｏ－アセチルオキシ
ム）、エタノン，１－［９－エチル－６－［２－メチル－４－（２，２－ジメチル－１，
３－ジオキソラニル）メトキシベンゾイル］－９Ｈ－カルバゾール－３－イル］－，１－
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（Ｏ－アセチルオキシム）等を挙げることができる。
【００９５】
　また、チオキサントン系化合物の具体例としては、チオキサントン、２－クロロチオキ
サントン、２－メチルチオキサントン、２－イソプロピルチオキサントン、４－イソプロ
ピルチオキサントン、２，４－ジクロロチオキサントン、２，４－ジメチルチオキサント
ン、２，４－ジエチルチオキサントン、２，４－ジイソプロピルチオキサントン等を挙げ
ることができる。
【００９６】
－添加剤－
　本発明の感放射線性組成物は、上記（Ａ）～（Ｄ）成分を含有するものであるが、必要
に応じて他の添加剤をさらに含有することもできる。
　前記他の添加剤としては、例えば、ガラス、アルミナ等の充填剤；ポリビニルアルコー
ル、ポリ（フロオロアルキルアクリレート）類等の高分子化合物；ノニオン系界面活性剤
、カチオン系界面活性剤、アニオン系界面活性剤等の界面活性剤；ビニルトリメトキシシ
ラン、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリス（２－メトキシエトキシ）シラン、Ｎ－
（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、Ｎ－（２－アミノ
エチル）－３－アミノプロピルトリメトキシシラン、３－アミノプロピルトリエトキシシ
ラン、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチル
ジメトキシシラン、２－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン
、３－クロロプロピルメチルジメトキシシラン、３－クロロプロピルトリメトキシシラン
、３－メタクリロイロキシプロピルトリメトキシシラン、３－メルカプトプロピルトリメ
トキシシラン等の密着促進剤；２，２－チオビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノー
ル）、２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール等の酸化防止剤；２－（３－ｔ－ブチル－５－
メチル－２－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、アルコキシベンゾ
フェノン類等の紫外線吸収剤；ポリアクリル酸ナトリウム等の凝集防止剤；マロン酸、ア
ジピン酸、イタコン酸、シトラコン酸、フマル酸、メサコン酸等のアルカリ溶解性改善剤
等を挙げることができる。
【００９７】
溶媒
　本発明の着色層形成用感放射線性組成物は、前記（Ａ）～（Ｄ）成分を必須成分とし、
必要に応じて前記添加剤成分を含有するが、通常、溶媒を配合して液状組成物として調製
される。
　前記溶媒としては、感放射線性組成物を構成する（Ａ）～（Ｄ）成分や添加剤成分を分
散または溶解し、かつこれらの成分と反応せず、適度の揮発性を有するものである限り、
適宜に選択して使用することができる。
【００９８】
　このような溶媒としては、例えば、
エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチ
レングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、エチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエー
テル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエー
テル、ジエチレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、ジエチレングリコールモノ－
ｎ－ブチルエーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレングリコ
ールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコ
ールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノ－ｎ－プロピルエーテル、プロピレ
ングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、
ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレングリコールモノ－ｎ－プロピ
ルエーテル、ジプロピレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテル、トリプロピレングリコ
ールモノメチルエーテル、トリプロピレングリコールモノエチルエーテル等の（ポリ）ア
ルキレングリコールモノアルキルエーテル類；
【００９９】
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エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエー
テルアセテート、ジエチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリ
コールモノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテ
ート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、３－メトキシブチルアセテ
ート、３－メチル－３－メトキシブチルアセテート等の（ポリ）アルキレングリコールモ
ノアルキルエーテルアセテート類；
ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールメチルエチルエーテル、
ジエチレングリコールジエチルエーテル、テトラヒドロフラン等の他のエーテル類；
メチルエチルケトン、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、３－ヘプタノン等のケトン類
；
【０１００】
乳酸メチル、乳酸エチル等の乳酸アルキルエステル類；
２－ヒドロキシ－２－メチルプロピオン酸エチル、３－メトキシプロピオン酸メチル、３
－メトキシプロピオン酸エチル、３－エトキシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピ
オン酸エチル、エトキシ酢酸エチル、ヒドロキシ酢酸エチル、２－ヒドロキシ－３－メチ
ルブタン酸メチル、３－メチル－３－メトキシブチルプロピオネート、酢酸エチル、酢酸
ｎ－プロピル、酢酸ｉ－プロピル、酢酸ｎ－ブチル、酢酸ｉ－ブチル、ぎ酸ｎ－アミル、
酢酸ｉ－アミル、プロピオン酸ｎ－ブチル、酪酸エチル、酪酸ｎ－プロピル、酪酸ｉ－プ
ロピル、酪酸ｎ－ブチル、ピルビン酸メチル、ピルビン酸エチル、ピルビン酸ｎ－プロピ
ル、アセト酢酸メチル、アセト酢酸エチル、２－オキソブタン酸エチル等の他のエステル
類；
トルエン、キシレン等の芳香族炭化水素類；
Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、Ｎ－メチルピロリドン
等のアミドまたはラクタム類
等を挙げることができる。
【０１０１】
　これらの溶媒のうち、溶解性、顔料分散性、塗布性等の観点から、プロピレングリコー
ルモノメチルエーテル、エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレン
グリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルア
セテート、３－メトキシブチルアセテート、ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジ
エチレングリコールメチルエチルエーテル、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、３－ヘ
プタノン、乳酸エチル、３－メトキシプロピオン酸エチル、３－エトキシプロピオン酸メ
チル、３－エトキシプロピオン酸エチル、３－メチル－３－メトキシブチルプロピオネー
ト、酢酸ｎ－ブチル、酢酸ｉ－ブチル、ぎ酸ｎ－アミル、酢酸ｉ－アミル、プロピオン酸
ｎ－ブチル、酪酸エチル、酪酸ｉ－プロピル、酪酸ｎ－ブチル、ピルビン酸エチル等が好
ましい。
　前記溶媒は、単独でまたは２種以上を混合して使用することができる。
【０１０２】
　また、前記溶媒と共に、ベンジルエチルエーテル、ジ－ｎ－ヘキシルエーテル、アセト
ニルアセトン、イソホロン、カプロン酸、カプリル酸、１－オクタノール、１－ノナノー
ル、ベンジルアルコール、酢酸ベンジル、安息香酸エチル、しゅう酸ジエチル、マレイン
酸ジエチル、γ－ブチロラクトン、炭酸エチレン、炭酸プロピレン、エチレングリコール
モノフェニルエーテルアセテート等の高沸点溶媒を併用することもできる。
　これらの高沸点溶媒は、単独でまたは２種以上を混合して使用することができる。
【０１０３】
　溶媒の含有量は、特に限定されるものではないが、得られる感放射線性組成物の塗布性
、安定性等の観点から、当該組成物の溶媒を除いた各成分の合計濃度が、通常、５～５０
重量％、好ましくは１０～４０重量％となる量が望ましい。
【０１０４】
カラーフィルタ
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　本発明のカラーフィルタは、本発明の感放射線性組成物を用いて形成された着色層を有
するものである。
　以下に、本発明のカラーフィルタにおける着色層を形成する方法について説明する。
　まず、基板の表面上に、必要に応じて、画素を形成する部分を区画するように遮光層（
ブラックマトリックス）を形成し、この基板上に、例えば赤色の顔料が分散された感放射
線性組成物の液状組成物を塗布したのち、プレベークを行って溶媒を蒸発させて、塗膜を
形成する。
　次いで、この塗膜にフォトマスクを介して露光したのち、アルカリ現像液を用いて現像
して、塗膜の未露光部を溶解除去し、その後ポストベークすることにより、赤色の画素パ
ターンが所定の配列で配置された画素アレイを形成する。
　その後、緑色または青色の顔料が分散された各感放射線性組成物の液状組成物を用い、
前記と同様にして、各液状組成物の塗布、プレベーク、露光、現像およびポストベークを
行って、緑色の画素アレイおよび青色の画素アレイを同一基板上に順次形成することによ
り、赤色、緑色および青色の三原色の画素アレイが基板上に配置されたカラーフィルタを
得る。但し、本発明においては、各色の画素を形成する順序は、前記のものに限定されな
い。
　また、ブラックマトリックスは、例えば、黒色の顔料が分散された感放射線性組成物の
液状組成物を用い、前記画素の形成の場合と同様にして形成することができる。
【０１０５】
　画素および／またはブラックマトリックスを形成する際に使用される基板としては、例
えば、ガラス、シリコン、ポリカーボネート、ポリエステル、芳香族ポリアミド、ポリア
ミドイミド、ポリイミド等を挙げることができる。
　また、これらの基板には、所望により、シランカップリング剤等による薬品処理、プラ
ズマ処理、イオンプレーティング、スパッタリング、気相反応法、真空蒸着等の適宜の前
処理を施しておくこともできる。
　感放射線性組成物の液状組成物を基板に塗布する際には、スプレー法、ロールコート法
、回転塗布法（スピンコート法）、スリットダイ塗布法、バー塗布法、インクジェット法
等の適宜の塗布法を採用することができるが、特に、スピンコート法、スリットダイ塗布
法が好ましい。
　塗布厚さは、乾燥後の膜厚として、通常、０．１～１０μｍ、好ましくは０．２～８．
０μｍ、特に好ましくは０．２～６．０μｍである。
【０１０６】
　画素および／またはブラックマトリックスを形成する際に使用される放射線としては、
例えば、可視光線、紫外線、遠紫外線、電子線、Ｘ線等を使用することができるが、波長
が１９０～４５０ｎｍの範囲にある放射線が好ましい。
　放射線の露光量は、好ましくは１０～１０，０００Ｊ／ｍ2である。本発明の感放射線
性組成物から形成された着色層は、６００Ｊ／ｍ2未満の露光量でも十分な耐溶剤性を有
する。
　また、前記アルカリ現像液としては、例えば、炭酸ナトリウム、水酸化ナトリウム、水
酸化カリウム、テトラメチルアンモニウムハイドロオキサイド、コリン、１，８－ジアザ
ビシクロ－［５．４．０］－７－ウンデセン、１，５－ジアザビシクロ－［４．３．０］
－５－ノネン等の水溶液が好ましい。
　前記アルカリ現像液には、例えばメタノール、エタノール等の水溶性有機溶剤や界面活
性剤等を適量添加することもできる。なお、アルカリ現像後は、通常、水洗する。
　現像処理法としては、シャワー現像法、スプレー現像法、ディップ（浸漬）現像法、パ
ドル（液盛り）現像法等を適用することができる。現像条件は、常温で５～３００秒が好
ましい。
【０１０７】
　このようにして得られたカラーフィルタ上に、必要に応じて保護膜を形成した後、透明
導電膜をスパッタリングにより形成する。透明導電膜としては、酸化スズからなるＮＥＳ
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Ａ膜（米国ＰＰＧ社の登録商標）、酸化インジウム－酸化スズからなるＩＴＯ膜、酸化イ
ンジウム－酸化亜鉛からなるＩＺＯ膜等を挙げることができる。また、保護膜としては、
熱硬化性樹脂組成物から形成される有機膜、ＳｉＮｘ膜、ＳｉＯｘ膜等の無機膜を挙げる
ことができる。
　本発明の感放射線性組成物を用いて形成されたカラーフィルタは、透明導電膜あるいは
ＳｉＮｘ膜、ＳｉＯｘ膜等の無機膜との密着性に優れる。
　本発明のカラーフィルタは、例えば、透過型あるいは反射型のカラー液晶表示素子、カ
ラー撮像管素子、カラーセンサー等に極めて有用である。
【０１０８】
カラー液晶表示素子
　本発明のカラー液晶表示素子は、本発明のカラーフィルタを具備するものである。
　本発明のカラー液晶表示素子は、適宜の構造をとることができる。例えば、カラーフィ
ルタを、薄膜トランジスター（ＴＦＴ）が配置された駆動用基板とは別の基板上に形成し
て、駆動用基板とカラーフィルタを形成した基板とが、液晶層を介して対向した構造をと
ることができ、さらに薄膜トランジスター（ＴＦＴ）が配置された駆動用基板の表面上に
カラーフィルタを形成した基板と、透明電極を形成した基板とが、液晶層を介して対向し
た構造をとることもできる。後者の構造は、開口率を格段に向上させることができ、明る
く高精細な液晶表示素子が得られるという利点を有する。
　本発明のカラー液晶表示素子は、長期信頼性に優れる。
【実施例】
【０１０９】
　以下、実施例を挙げて、本発明をさらに具体的に説明する。但し、本発明は、下記実施
例に限定されるものではない。
【０１１０】
顔料分散液の調製
調製例１
　（Ａ）着色剤としてＣ．Ｉ．ピグメントレッド２５４／Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７
７＝８０／２０（重量比）混合物１５．０重量部、分散剤としてＤｉｓｐｅｒｂｙｋ－２
００１（ビックケミー（ＢＹＫ）社製）を４．０重量部（固形分換算）、溶媒としてプロ
ピレングリコールモノメチルエーテルアセテート／プロピレングリコールモノエチルエー
テル＝８０／２０（重量比）混合物を固形分濃度が２０％となるよう用いて、ビーズミル
により１２時間混合・分散して、顔料分散液（Ｒ１）を調製した。
【０１１１】
調製例２
　（Ａ）着色剤としてＣ．Ｉ．ピグメントグリーン５８／Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１
５０＝６０／４０（重量比）混合物１５．０重量部、分散剤としてＤｉｓｐｅｒｂｙｋ－
２００１（ビックケミー（ＢＹＫ）社製）を４．０重量部（固形分換算）、溶媒としてプ
ロピレングリコールモノメチルエーテルアセテートを固形分濃度が２０％となるよう用い
て、ビーズミルにより１２時間混合・分散して、顔料分散液（Ｇ１）を調製した。
【０１１２】
アルカリ可溶性樹脂の合成
合成例１
　冷却管、攪拌機を備えたフラスコに、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル３重量部
およびプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート２００重量部を仕込み、引き
続きメタクリル酸１５重量部、Ｎ－フェニルマレイミド３０重量部、ベンジルメタクリレ
ート３５重量部、スチレン２０重量部およびα－メチルスチレンダイマー（連鎖移動剤）
５重量部を仕込んで、窒素置換したのち、ゆるやかに攪拌しつつ、反応溶液を８０℃に昇
温し、この温度を保持して３時間重合した。その後、反応溶液を１００℃に昇温して、２
２，２’－アゾビスイソブチロニトリル０．５重量部を追加し、さらに１時間重合を継続
することにより、樹脂溶液（固形分濃度＝３２．５重量％）を得た。得られた樹脂は、Ｍ
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ｗ＝１２，０００、Ｍｎ＝５，８００であった。この樹脂溶液を「樹脂溶液（Ｂ－１）」
とする。
【０１１３】
重合性不飽和結合含有ポリシロキサンの合成
合成例２
　テトラメチルアンモニウムヒドロキシド１．８２ｇを水５．４７ｇに加熱溶解させて、
テトラアンモニウムヒドロキシド水溶液を調製した。冷却管、攪拌機を備えたフラスコに
、得られたテトラアンモニウムヒドロキシド水溶液７．２９ｇ、水５．０ｇおよびプロピ
レングリコールモノメチルエーテル４０ｇを仕込んだ。次いで、オイルバスにて反応液を
１００℃に加熱した後、３－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン４．８ｇを滴下
ロートを用いてゆっくり滴下し、６０℃で２時間反応させた。その後、無水マレイン酸３
．４３ｇを水１２．６ｇおよびプロピレングリコールモノメチルエーテル１２．６ｇに溶
解させた溶液中に、常温に戻した反応液を滴下ロートを用いて滴下し、１５分間攪拌した
。次いで、エバポレーターを用いて減圧濃縮することにより、反応溶媒および反応により
生成したメタノールを除去し、ポリシロキサン溶液を得た。得られたポリシロキサン溶液
に酢酸エチル８０ｇを加え、分液ロートへ移した後、水８０ｇを添加して１回目の水洗を
行い、さらに水５０ｇを添加して２回目の水洗を行った。水洗後のポリシロキサン溶液に
、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート５０ｇを添加した後、エバポレー
ターを用いて減圧濃縮することにより、酢酸エチルおよび水分を除去してポリシロキサン
溶液５０．９ｇ（固形分濃度＝２７．９重量％）を得た。得られたポリシロキサンは、Ｍ
ｗ＝３，０００、Ｍｎ＝２，１００であった。このポリシロキサンを「ポリシロキサン（
Ｃ－１）」とする。
【０１１４】
合成例３
　テトラメチルアンモニウムヒドロキシド１．８２ｇを水５．４７ｇに加熱溶解させて、
テトラアンモニウムヒドロキシド水溶液を調製した。冷却管、攪拌機を備えたフラスコに
、得られたテトラアンモニウムヒドロキシド水溶液７．２９ｇ、水５．０ｇおよびプロピ
レングリコールモノメチルエーテル４０ｇを仕込んだ。次いで、オイルバスにて反応液を
１００℃に加熱した後、３－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン１４．９ｇとメ
チルトリエトキシシラン７．１３ｇの混合物を滴下ロートを用いてゆっくり滴下し、６０
℃で２時間反応させた。その後、無水マレイン酸３．４３ｇを水１２．６ｇおよびプロピ
レングリコールモノメチルエーテル１２．６ｇに溶解させた溶液中に、常温に戻した反応
液を滴下ロートを用いて滴下し、１５分間攪拌した。次いで、エバポレーターを用いて減
圧濃縮することにより、反応溶媒および反応により生成したメタノール、エタノールを除
去し、ポリシロキサン溶液を得た。得られたポリシロキサン溶液に酢酸エチル８０ｇを加
え、分液ロートへ移した後、水８０ｇを添加して１回目の水洗を行い、さらに水５０ｇを
添加して２回目の水洗を行なった。水洗後のポリシロキサン溶液に、プロピレングリコー
ルモノメチルエーテルアセテート５０ｇを添加した後、エバポレーターを用いて減圧濃縮
することにより、酢酸エチルおよび水分を除去してポリシロキサン溶液５０．４ｇ（固形
分濃度＝２４．８重量％）を得た。得られたポリシロキサンは、Ｍｗ＝４，４００、Ｍｎ
＝３，１００であった。このポリシロキサンを「ポリシロキサン（Ｃ－２）」とする。
【０１１５】
合成例４
　テトラメチルアンモニウムヒドロキシド１．８２ｇを水５．４７ｇに加熱溶解させて、
テトラアンモニウムヒドロキシド水溶液を調製した。冷却管、攪拌機を備えたフラスコに
、得られたテトラアンモニウムヒドロキシド水溶液７．２９ｇ、水５．０ｇおよびイソプ
ロピルアルコール４０ｇを仕込んだ。次いで、オイルバスにて反応液を６０℃に加熱した
後、３－メタクリロキシプロピルトリエトキシシラン９．９４ｇとメチルトリエトキシシ
ラン１０．７ｇの混合物を滴下ロートを用いてゆっくり滴下し、１００℃で２時間反応さ
せた。その後、無水マレイン酸３．４３ｇを水１２．６ｇおよびイソプロピルアルコール
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１２．６ｇに溶解させた溶液中に、常温に戻した反応液を滴下ロートを用いて滴下し、１
５分間攪拌した。次いで、エバポレーターを用いて減圧濃縮することにより、反応溶媒お
よび反応により生成したメタノール、エタノールを除去し、ポリシロキサン溶液を得た。
得られたポリシロキサン溶液に酢酸エチル８０ｇを加え、分液ロートへ移した後、水８０
ｇを添加して１回目の水洗を行い、さらに水５０ｇを添加して２回目の水洗を行なった。
水洗後のポリシロキサン溶液に、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート５
０ｇを添加した後、エバポレーターを用いて減圧濃縮することにより、酢酸エチルおよび
水分を除去して樹脂溶液５１．２ｇ（固形分濃度＝２０．２重量％）を得た。得られたポ
リシロキサンは、Ｍｗ＝６，１００、Ｍｎ＝３，８００であった。このポリシロキサンを
「ポリシロキサン（Ｃ－３）」とする。
【０１１６】
合成例５
　冷却管、攪拌機を備えたフラスコに、３－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン
２４．８ｇ、メチルエチルケトン３０ｇおよびエタノール１５ｇを仕込んだ。蓚酸０．７
２ｇを水１０．８ｇに溶解させて、蓚酸水溶液を調製した。次いで、反応液を攪拌しなが
ら、得られた蓚酸水溶液１１．５２ｇを滴下ロートを用いてゆっくり滴下し、オイルバス
にて６０℃に加熱、還流させて３時間反応させた。その後、常温に戻した反応液をエバポ
レーターを用いて減圧濃縮することにより、反応溶媒および反応により生成したメタノー
ルを除去し、ポリシロキサン溶液を得た。得られたポリシロキサン溶液に酢酸エチル８０
ｇを加え、分液ロートへ移した後、水８０ｇを添加して水洗を行った。水洗後のポリシロ
キサン溶液に、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート８０ｇを添加した後
、エバポレーターを用いて減圧濃縮することにより、酢酸エチルおよび水分を除去してポ
リシロキサン溶液８４ｇ（固形分濃度＝２１．６重量％）を得た。得られたポリシロキサ
ンは、Ｍｗ＝１，９００、Ｍｎ＝１，６００であった。このポリシロキサンを「ポリシロ
キサン（Ｃ－４）」とする。
【０１１７】
合成例６
　冷却管、攪拌機を備えたフラスコに、３－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン
１４．９ｇ、メチルトリエトキシシラン７．１３ｇ、メチルエチルケトン３０ｇおよびエ
タノール１５ｇを仕込んだ。蓚酸０．７２ｇを水１０．８ｇに溶解させて、蓚酸水溶液を
調製した。次いで、反応液を攪拌しながら、得られた蓚酸水溶液１１．５２ｇを滴下ロー
トを用いてゆっくり滴下し、オイルバスにて６０℃に加熱、還流させて３時間反応させた
。その後、常温に戻した反応液をエバポレーターを用いて減圧濃縮することにより、反応
溶媒および反応により生成したメタノール、エタノールを除去し、ポリシロキサン溶液を
得た。得られたポリシロキサン溶液に酢酸エチル８０ｇを加え、分液ロートへ移した後、
水８０ｇを添加して水洗を行った。水洗後のポリシロキサン溶液に、プロピレングリコー
ルモノメチルエーテルアセテート８０ｇを添加した後、エバポレーターを用いて減圧濃縮
することにより、酢酸エチルおよび水分を除去してポリシロキサン溶液７９ｇ（固形分濃
度＝１８．９重量％）を得た。得られたポリシロキサンは、Ｍｗ＝２，８００、Ｍｎ＝２
，１００であった。このポリシロキサンを「ポリシロキサン（Ｃ－５）」とする。
【０１１８】
合成例７
　冷却管、攪拌機を備えたフラスコに、３－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン
９．９４ｇ、メチルトリエトキシシラン１０．７ｇ、メチルエチルケトン３０ｇおよびエ
タノール１５ｇを仕込んだ。蓚酸０．７２ｇを水１０．８ｇに溶解させて、蓚酸水溶液を
調製した。次いで、反応液を攪拌しながら、得られた蓚酸水溶液１１．５２ｇを滴下ロー
トを用いてゆっくり滴下し、オイルバスにて６０℃に加熱、還流させて３時間反応させた
。その後、常温に戻した反応液をエバポレーターを用いて減圧濃縮することにより、反応
溶媒および反応により生成したメタノール、エタノールを除去し、ポリシロキサン溶液を
得た。得られたポリシロキサン溶液に酢酸エチル８０ｇを加え、分液ロートへ移した後、
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水８０ｇを添加して水洗を行った。水洗後のポリシロキサン溶液に、プロピレングリコー
ルモノメチルエーテルアセテート８０ｇを添加した後、エバポレーターを用いて減圧濃縮
することにより、酢酸エチルおよび水分を除去してポリシロキサン溶液８２ｇ（固形分濃
度＝１７．３重量％）を得た。得られたポリシロキサンは、Ｍｗ＝３，５００、Ｍｎ＝２
，４００であった。このポリシロキサンを「ポリシロキサン（Ｃ－６）」とする。
【０１１９】
合成例８
　冷却管、攪拌機を備えたフラスコに、３－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン
１４．９ｇ、３－（３’－エチルオキセタン－３’－イル）プロピルトリメトキシシラン
１１．１ｇ、メチルエチルケトン１５ｇおよびエタノール１０ｇを仕込んだ。蓚酸０．７
２ｇを水１０．８ｇに溶解させて、蓚酸水溶液を調製した。次いで、反応液を攪拌しなが
ら、得られた蓚酸水溶液１１．５２ｇを滴下ロートを用いてゆっくり滴下し、オイルバス
にて６０℃に加熱、還流させて３時間反応させた。その後、常温に戻した反応液をエバポ
レーターを用いて減圧濃縮することにより、反応溶媒および反応により生成したメタノー
ルを除去し、ポリシロキサン溶液を得た。得られたポリシロキサン溶液にメチルエチルケ
トン８０ｇを加え、分液ロートへ移した後、水８０ｇを添加して水洗を行った。水洗後の
ポリシロキサン溶液に、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート８０ｇを添
加した後、エバポレーターを用いて減圧濃縮することにより、メチルエチルケトンおよび
水分を除去してポリシロキサン溶液８０ｇ（固形分濃度＝２２．７重量％）を得た。得ら
れたポリシロキサンは、Ｍｗ＝２，１００、Ｍｎ＝１，７００であった。このポリシロキ
サンを「ポリシロキサン（Ｃ－７）」とする。
【０１２０】
合成例９
　冷却管、攪拌機を備えたフラスコに、３－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン
１４．９ｇ、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン９．４５ｇ、メチルエチルケ
トン１５ｇおよびエタノール１０ｇを仕込んだ。蓚酸０．７２ｇを水１０．８ｇに溶解さ
せて、蓚酸水溶液を調製した。次いで、反応液を攪拌しながら、得られた蓚酸水溶液１１
．５２ｇを滴下ロートを用いてゆっくり滴下し、オイルバスにて６０℃に加熱、還流させ
て３時間反応させた。その後、常温に戻した反応液をエバポレーターを用いて減圧濃縮す
ることにより、反応溶媒および反応により生成したメタノールを除去し、ポリシロキサン
溶液を得た。得られたポリシロキサン溶液にメチルエチルケトン８０ｇを加え、分液ロー
トへ移した後、水８０ｇを添加して水洗を行った。水洗後のポリシロキサン溶液に、プロ
ピレングリコールモノメチルエーテルアセテート８０ｇを添加した後、エバポレーターを
用いて減圧濃縮することにより、メチルエチルケトンおよび水分を除去してポリシロキサ
ン溶液８０ｇ（固形分濃度＝２３．０重量％）を得た。得られたポリシロキサンは、Ｍｗ
＝１，９００、Ｍｎ＝１，５００であった。このポリシロキサンを「ポリシロキサン（Ｃ
－８）」とする。
【０１２１】
合成例１０
　冷却管、攪拌機を備えたフラスコに、メチルトリエトキシシラン１．７８ｇ、３－メタ
クリロキシプロピルトリメトキシシラン１４．９ｇ、３－（３’－エチルオキセタン－３
’－イル）プロピルトリメトキシシラン８．３５ｇ、メチルエチルケトン１５ｇおよびエ
タノール１０ｇを仕込んだ。蓚酸０．７２ｇを水１０．８ｇに溶解させて、蓚酸水溶液を
調製した。次いで、反応液を攪拌しながら、得られた蓚酸水溶液１１．５２ｇを滴下ロー
トを用いてゆっくり滴下し、オイルバスにて６０℃に加熱、還流させて３時間反応させた
。その後、常温に戻した反応液をエバポレーターを用いて減圧濃縮することにより、反応
溶媒および反応により生成したメタノールを除去し、ポリシロキサン溶液を得た。得られ
たポリシロキサン溶液にメチルエチルケトン８０ｇを加え、分液ロートへ移した後、水８
０ｇを添加して水洗を行った。水洗後のポリシロキサン溶液に、プロピレングリコールモ
ノメチルエーテルアセテート８０ｇを添加した後、エバポレーターを用いて減圧濃縮する
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ことにより、メチルエチルケトンおよび水分を除去してポリシロキサン溶液８０ｇ（固形
分濃度＝２２．４重量％）を得た。得られたポリシロキサンは、Ｍｗ＝２，３００、Ｍｎ
＝１，７００であった。このポリシロキサンを「ポリシロキサン（Ｃ－９）」とする。
【０１２２】
比較合成例
　冷却管、攪拌機を備えたフラスコに、メチルトリエトキシシラン３５．７ｇ、メチルエ
チルケトン１５ｇおよびエタノール５ｇを仕込んだ。蓚酸０．７２ｇを水１０．８ｇに溶
解させて、蓚酸水溶液を調製した。次いで、反応液を攪拌しながら、得られた蓚酸水溶液
１１．５２ｇを滴下ロートを用いてゆっくり滴下し、オイルバスにて６０℃に加熱、還流
させて３時間反応させた。その後、常温に戻した反応液をエバポレーターを用いて減圧濃
縮することにより、反応溶媒および反応により生成したメタノール、エタノールを除去し
、ポリシロキサン溶液を得た。得られたポリシロキサン溶液にメチルエチルケトン１００
ｇを加え、分液ロートへ移した後、水１００ｇを添加して水洗を行った。水洗後のポリシ
ロキサン溶液に、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート１００ｇを添加し
た後、エバポレーターを用いて減圧濃縮することにより、メチルエチルケトンおよび水分
を除去してポリシロキサン溶液９５ｇ（固形分濃度＝１３．２重量％）を得た。得られた
ポリシロキサンは、Ｍｗ＝５，７００、Ｍｎ＝２，７００であった。このポリシロキサン
を「ポリシロキサン（ｃ１）」とする。
【０１２３】
実施例１
　顔料分散液（Ｒ１）１００重量部、（Ｂ）アルカリ可溶性樹脂として樹脂溶液（Ｂ－１
）４０重量部、（Ｃ）重合性不飽和化合物としてポリシロキサン（Ｃ－１）１３重量部（
固形分換算）、（Ｄ）光重合開始剤として２－メチル－１－〔４－（メチルチオ）フェニ
ル〕－２－モルフォリノプロパン－１－オンを１０重量部、および溶媒としてプロピレン
グリコールモノメチルエーテルアセテートを固形分濃度２５％となるよう混合して、液状
組成物（Ｓ－１）を調製した。
【０１２４】
　液状組成物（Ｓ－１）について、下記の手順にしたがって、評価を行った。評価結果を
表２に示す。
【０１２５】
密着性評価
　液状組成物（Ｓ－１）を、表面にナトリウムイオンの溶出を防止するＳｉＯ２膜が形成
された直径４インチのソーダガラス基板上に、スピンコーターを用いて塗布したのち、ホ
ットプレートにて９０℃で４分間プレベークを行って、膜厚２．０μｍの塗膜を形成した
。次いで、高圧水銀ランプを用い、フォトマスクを介さずに、塗膜に３６５ｎｍ、４０５
ｎｍおよび４３６ｎｍの各波長を含む放射線を６００Ｊ／ｍ2の露光量で露光した。その
後、塗膜に２３℃の０．０４％水酸化カリウム水溶液を現像圧１ｋｇｆ／ｃｍ2（ノズル
径１ｍｍ）で吐出することにより、シャワー現像を行ったのち、さらに２２０℃で３０分
間ポストベークを行って、基板上に赤色の硬化膜を形成した。
　得られた硬化膜上に、ＩＴＯスパッタリング装置（アルバック社製）を用いて膜厚が５
００ÅとなるようにＩＴＯ膜を作製し、ＪＩＳ　Ｋ５４００規格にしたがい、１００個の
碁盤目状にクロスカットして密着性試験を行った。そして、碁盤目が剥がれることなく残
存した個数を評価した。評価結果を表２に示す。碁盤目が剥がれることなく残存した個数
が９０個以上であれば良好であるといえる。
【０１２６】
耐溶剤性の評価
　液状組成物（Ｓ－１）を、表面にナトリウムイオンの溶出を防止するＳｉＯ2膜が形成
された直径４インチのソーダガラス基板上に、スピンコーターを用いて塗布したのち、ホ
ットプレートにて９０℃で４分間プレベークを行って、膜厚２．０μｍの塗膜を形成した
。次いで、この基板を室温に冷却したのち、高圧水銀ランプを用い、フォトマスクを介し
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て、塗膜に３６５ｎｍ、４０５ｎｍおよび４３６ｎｍの各波長を含む放射線を６００Ｊ／
ｍ2の露光量で露光した。その後、この基板に対して２３℃の０．０４重量％水酸化カリ
ウム水溶液からなる現像液を現像圧１ｋｇｆ／ｃｍ2（ノズル径１ｍｍ）で吐出すること
により、シャワー現像を行ったのち、さらに２２０℃で３０分間ポストベークを行って、
基板上に２００×２００μｍのドットパターンを形成した。
　得られた基板を、２５℃のＮ－メチルピロリドンにそれぞれ３０分間浸漬し、浸漬前後
のドットパターンを走査型電子顕微鏡で観察し、パターンに変化がなく、浸漬前後での膜
厚比（浸漬後の膜厚×１００／浸漬前の膜厚）が９５％以上である場合を○、浸漬前後で
の膜厚比が９５％未満であるか、あるいはパターンの一部に欠けが認められる場合を△、
浸漬後にパターンが全て基板から剥がれる場合を×として、評価した。評価結果を表２に
示す。
【０１２７】
電圧保持率の評価
　液状組成物（Ｓ－１）を、表面にナトリウムイオンの溶出を防止するＳｉＯ２膜が形成
され、さらにＩＴＯ（インジウム－酸化錫合金）電極を所定形状に蒸着したソーダガラス
基板上に、スピンコーターを用いて塗布したのち、９０℃のクリーンオーブン内で１０分
間プレベークを行って、膜厚１．８μｍの塗膜を形成した。
　次いで、高圧水銀ランプを用い、フォトマスクを介さずに、塗膜に３６５ｎｍ、４０５
ｎｍおよび４３６ｎｍの各波長を含む放射線を６００Ｊ／ｍ2の露光量で露光した。その
後、この基板を２３℃の０．０４重量％水酸化カリウム水溶液からなる現像液に１分間浸
漬して、現像したのち、超純水で洗浄して風乾し、さらに２３０℃で３０分間ポストベー
クを行い塗膜を硬化させて、基板上に赤色の画素を形成した。
　次いで、この画素を形成した基板とＩＴＯ電極を所定形状に蒸着しただけの基板とを、
０．０１８ｍｍのガラスビーズを混合したシール剤で貼り合わせたのち、メルク製液晶Ｍ
ＬＣ６６０８（商品名）を注入して、液晶セルを作製した。
　次いで、液晶セルを６０℃の恒温層に入れて、液晶セルの電圧保持率を、東陽テクニカ
製液晶電圧保持率測定システムＶＨＲ－１Ａ型（商品名）により測定した。このときの印
加電圧は５．０Ｖの方形波、測定周波数は６０Ｈｚである。ここで電圧保持率とは、（１
６．７ミリ秒後の液晶セル電位差／０ミリ秒で印加した電圧）の値である。評価結果を表
２に示す。
【０１２８】
現像残渣の評価
　液状組成物（Ｓ－１）を、表面にナトリウムイオンの溶出を防止するＳｉＯ2膜が形成
されたソーダガラス基板上に、スピンコーターを用いて塗布したのち、９０℃のクリーン
オーブン内で１０分間プレベークを行って、膜厚２．５μｍの塗膜を形成した。
　次いで、この基板を室温に冷却したのち、高圧水銀ランプを用い、フォトマスクを介し
て、塗膜に３６５ｎｍ、４０５ｎｍおよび４３６ｎｍの各波長を含む放射線を１，０００
Ｊ／ｍ2　の露光量で露光した。その後、この基板を２３℃の０．０４重量％水酸化カリ
ウム水溶液からなる現像液に１分間浸漬して、現像したのち、超純水で洗浄して風乾し、
さらに２２０℃で３０分間ポストベークを行って、基板上にストライプ状画素パターンを
形成した。
　次いで、得られた基板上の画素アレイを光学顕微鏡にて観察した。未露光部の基板上に
現像残渣が全く認められなかった場合を○、若干現像残渣が認められた場合を△、酷く現
像残渣が認められた場合を×として、評価した。評価結果を表２に示す。
【０１２９】
実施例２～２８および比較例１～８
　液状組成物の各成分の種類および量を表１に示すとおりとした以外は実施例１と同様に
して、液状組成物（Ｓ－２）～（Ｓ－３６）を調製した。
　次いで、液状組成物（Ｓ－１）に代えてそれぞれ液状組成物（Ｓ－２）～（Ｓ－３６）
を用いた以外は、実施例１と同様にして評価を行った。結果を表２に示す。
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【０１３０】
【表１】

【０１３１】
　表１において、各成分は下記のとおりである。
　Ｃ－１０：ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート
　Ｄ－１：２－メチル－１－〔４－（メチルチオ）フェニル〕－２－モルフォリノプロパ
ン－１－オン（商品名イルガキュア９０７、チバ・スペシャルティー・ケミカルズ社製）
　ｃ１：比較合成例で合成したポリシロキサン（ｃ１）
　ｃ２：３－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン
【０１３２】



(39) JP 2010-55066 A 2010.3.11

10

20

30

【表２】
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